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会場 高知城ホール 干780高知市丸ノ内2・1・10(TEL: 0888・22・2035)

スケジュール表

3月27日(月)

3月28日(火)

3月初日(水)

3月30日(木)

受付

15 :∞-16: 30 

16: 30-18 :∞ 

8:30-16:55 

17 :∞-18 : 10 

18 : 30-20 : 30 

8 :30・17:30 

7 :30-

3月27日(月 15:00・17:∞ 

3月初日(火 8:叫17:∞ 

3月29日(水 8:00・17:30 

(エクスカーションの行き先を確認してください)

展示貼付

3月初日(火) 7 :30・12:∞ 

スライド受付・返却

編集委員会

評議員会

大会第 1日目

総会

懇親会

大会第2日目

エクスカーション

2階会議室

2階会議室

2階会議室

2階会議室

4階多目的ホールのスライド係に講演開始30分前までに提出・終了後受取

間合わせ先

干780高知市曙町2・5・1 高知大学理学部生物学教室奥田一雄

(τ'EL&FAX: 0888-44-8314) (e・mail:oku伽@cc.~ω:hi-u.ac.jp)

交通

(1) JR土讃線高知駅下車，車で5分または徒歩20分。

。)高知空港から車で30分(約5αm円)

2階会議室

2階会議室

4階多目的ホール

4階多目的ホール

土佐御苑

(TEL:0888・22-4491)

4階多目的ホール

2階会議室(展示)

高知城ホール前集合

(3)高知空港から空港連絡パスに乗り，はりまや橋または高知駅前(終点)で下車，車で5分または徒歩20分。(連

絡パスの所用時間は37分.20分ごとに運行され，料金は7∞円。空港行きは高知駅前またははりまや橋治、ら

乗車する)

(4)土佐電鉄電停高知城前下車，徒歩5分。

(5)高知港から車で15分。

(6)高知自動車道南区インターを出てすぐ右折し南進，大津バイパスまたは国道路号線の交差点で右折して西進，

高知駅前またははりまや橋に出る(会場の駐車料金は，はじめの30分は無料，その後30分ごとに 1∞円追加。

営業時間:8:∞・22:00) 



第 1日目

8 :30・ 8:35 

生理・生化学

8 :35・8:50 (1) 

8 :50・9:05 (2) 

9: 05-9: 20 (3) 

開会の挨拶 大野正夫(高知大学海洋生物教育研究センター)

口頭発表 (28日午前の部)

温泉藻イデユコゴメの生育と光合成に対する無機炭素の影響

0長島秀行・長嶋勝利・吉田充輝(東京理科大・基礎工)

汽水域に生育する紅藻アヤギヌとホソアヤギヌの光合成に及ぼす塩濃度の影響

0松村元美・片山箭康(東京学芸大・生物)

寒海性及び暖海性コンプ目藻類の光合成の温度依存性の比較

0坂西芳彦申・加藤哲也柿(*北水研，紳京大・理・植物)
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9 :20・9:35 (4) 4種の海藻(アナアオサ，ワカメ，アラメ，カジメ)の遊走子および配偶体期にお

ける光合成特性

豊山弥生・ O佐藤博雄(東水大・海洋生産)

9 :35・9:50 (5) 海藻類に与える紫外線の影響 その 1. ホソメコンプの初期発生に与える UV-Bの

影響

0牧野愛*・鈴木稔**・矢部和夫市(*北東海大・海洋開発工，柿北大院・

地環研)

9 :50・10:05 (6) 紅藻カギケノリの生活史と光周性

0箭本E矢子・阿部剛史・増田道夫(北大・理・生物)

10: 05・10:20 (7) 褐藻コンプ目植物の組織培養

牧野愛・ O藤井浩調・矢部和夫(北東海大・海洋開発工)

10 :20・11: 45 (8) 海藻の抗菌性成分[特別講演]

越智雅光(高知大・理・化学)

10 :45・10:00 (9) 石灰藻さんごものアレロケミクスについて

O停法隆*・鈴木稔帥・舘脇正和*(*北大・理・海藻研，帥北大・大学院

地球環境科学研究科)

11 :00・11: 15 (10) 海藻由来のレクチン様物質のスクリーニング・特にキリンサイ属海藻に関して

0牧野泰之*・川久保明宏*.二宮正順*・松下精孝事-大西純一*・伊藤啓

二*・堀貫治**(*海築資源研究所，紳広島大・生物生産)

11 : 15・11: 30 (11) 紅藻EucheumaamakusaensIs由来のレクチンの分隊精製とその性状

0川久保明宏*・牧野泰之*・二宮正順*.松下精孝*・大西純一*.伊藤啓

二*・堀貫治**(事海藻資源研究所，材広島大・生物生産)

11 :30・11: 45 (12) 緑藻クラミドモナスの接合子特異的遺伝子zyslBの解析

0内田英伸・原慶明(筑波大・生物)

口頭発表 (28日午後の部)

生態

12: 35・13: 00 (13) 日本における車軸藻の研究の現状ー絶滅の危機にあるホシツルモー[特別講演]

加崎英夫(国立環境研究所)

13: 00司 13: 15 (14) 濯瓶による塩性化が土壌藻類に及ぼす影響

O辻村茂男・中原鉱之・小崎隆・石田紀郎(京大・農)

13: 15・13:30 (15) 賀茂川の付着珪藻群落の季節変化

0大塚泰介・中原紘之(京大・農・熱帯農学)
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13: 30-13: 45 (16) 小学校プールに出現する藻類

0西川昭人・坂東忠司(京都教育大・生物)

13: 45-14: 00 (17) 京都深泥ケ池のチリモ類フロラ

O山本秀樹*・山鯨佳洋紳・坂東忠司*(*京都教育大・生物，柿下松市立

江の浦小)

14: 00-14: 15 (18) 地衣類サンゴゴケ属の photobiont

0飯田高明*・竹下俊治判・中野武畳***・出口博則キ(*広島大・理・生物

科学，料広島大・学校教育・理科***広烏大・理・宮島自然植物実験所)

14:15-14:30 (19) 宮床湿原における底生藻類の現存量・種組成及び多様性

0渡辺信*・真山茂樹**・野崎久義*(*国立環境研究所，料東京学芸大・

生物)

14: 30・14: 45 (20) 貧栄養湖における植物プランクトンの分布と一次生産(阿寒パンケ湖)

O日野修次*・三上英敏*・今回和史料・安富亮平帥・高野敬志***(*北海

道環境科学研究センター・材北海道水産ふ化場・***北海道立衛生研究所)

14 :45・15:10 (21) 海苔の栽培品種の研究の現状[特別講演]

三浦昭雄(青森大・工・生物工学)

15: 10・15: 25 (22) 磯焼け地帯の被覆海藻に及ぼす植食動物各種の影響

0藤田大介*・小山和恭**・辻雄一制作富山県水産試験場・料大成町立ア

ワピ種苗センター)

15 : 25-15: 40 (23) 褐藻アラメ・カジメの生理特性の比較

0倉島彰*・横浜康継料・有賀祐勝*(*東水大・藻類，料筑波大・下回臨

海)

15 : 40-15: 55 (24) ノコギリモク群落の立体構造の季節変化と生産量

0村瀬昇・鬼頭鈎・大員政治(水産大学校・増殖)

15: 55-16: 10 (25) 生育場所の異なる数種アマノリ属糸状体の温度特性

0大橋伸子・石井陽子・前川行幸(三重大・生物資源)

16: 10・16:25 (26) 室内培養によるアナアオサ不稔性株と野生株の成熟と栄養塩吸収

田中素之 .0藤田雄二(長崎大・水産)

16・25-16:40 (27) 培養条件下における不稔性アオサの生長，光合成および光合成色素特性

0前川行幸・山口真由美・天野秀臣(三重大・生物資源)

16: 40・16:55 (28) 不稔性アオサのリン吸収能力

17: 00-18: 10 

18: 30-20: 30 

第2日目

細胞・形態

0小野晃生・森下靖志・前川行幸(三重大・生物資源)

総会(同会場)

懇親会(土佐御苑)

口頭発表 (29日午前の部)

8: 30・8:45 (29) 嚢状緑藻フサイワヅタ Caulerpaokamuraeの配偶子形成過程における葉緑体，アミロ

プラストとその核様体の挙動

0宮村新一・堀輝三(筑波大・生物)

8: 45・9:00 (30) 単細胞緑藻 Trebouxiapotteriの遊走子・不動胞子形成過程におけるピレノイドの分散

と分配

O森史*・片平幸枝*・宮村新ーし堀輝三*・中野武登材(*筑波大・生物，
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紳広島大・理・植物)

9 :00-9: 15 (31) 緑藻ヒザオリ (Mougeotiaspp.)の無性世代における核DNA量

0溝口亨*・伊藤典子**・坂東忠司本(*京都教育大・生物，料京都市立竹

田小)

9 : 15-9 : 30 (32) Dasyc1adalesの基本パターンとその変型

0柿崎倍子・石川依久子(東京学芸大・生物)

9: 30・9: 45 (33) スギモクとヒジキの造精器内核分裂に伴う核膜の変化

安井肇(北大・水産)

9: 45-10: 00 (34) シオグサ科植物で見つかった新しい形質，ピレノイドの形態について

宮地和幸(東邦大・理・生物)

10 :00・10:15 (35) 渦鞭毛藻における柄と頂孔の微細構造の研究

0堀口健雄*・吉津順子**(本北大・理・生物，判信州大・教育)

10: 15・10:30 (36) Chrysochromulina parkeae (ハプト藻綱)の細胞構造と細胞内共生体の観察

Oi可地正伸*・井上勲**(*海洋バイオテクノロジー研究所，材筑波大・生

物)

10: 30・10:45 (37) メキシコ産単細胞紅藻 l種の形態と微細構造

0金智姫・石田健一郎・原慶明(筑波大・生物)

10 :45・11: 00 (38) 円石藻の精巧な鱗"コッコリス"一 Pleurochrysiscarteraeが造る方解石結晶

O岡崎恵視*・武藤尚子*・和田徳雄**・梅垣高士**(*東京学芸大・生物，

料都立大・工学部)

11 : 00-11 : 15 (39) 黄金色鞭毛藻Poterioochromonasmalhamensisの食作用における鞭毛と鞭毛根の役割

張暁明*・渡辺信*・井上勲紳・千原光雄***(*国立環境研，材筑波大・生

物***日本赤十字看護大)

展示発表

11 : 20-12: 10 (40) カピ臭を産生するラン藻Anabaena属について

千室癒由子*・田中和明紳・小森登紳・渡辺真之***・ O山本章容子*(*明治

大・農化，料川崎水道局*紳科博)

(41) Effect of UV-B radiation on pigment composition of a few common phytoplankton: A 

preliminary report 

o Moraes， C.L.B.*， Kasai， H.**， Saito， H.材， Taguchi， S.**， Taniguchi， A.* 

(*Laboratory of Biological Oceanography， Tohoku University， **Hokkaido 

National Fisheries Institute) 

(42) 松江市堀川における植物プランクトンの種類組成と季節変化

0高橋佐和子・大谷修司(島根大・教育)

(43) 宍道湖・中海における底生藻類の種類組成およびその季節変化

0大賀学・大谷修司(島根大・教育)

(44) 葉上藻類の分類学的研究

0堀江剛*・中野武登**・出口博則*(*広島大・理・生物科学，帥広島大・

理・宮島自然、植物実験所)

(45) 海岸飛沫帯産地衣類の photobiont

0渡部佐知子*・中野武登材・出口博則*(*広島大・理・生物科学，特広

島大・理・富島自然植物実験所)
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分類

(46) 南極産地衣類の photobiont

0青木美恵*・中野武登**・神田啓史帥*・出口博則*(*広島大・理・生物

科学，帥広島大・理・宮島自然植物実験所***極地研)

(47) 確率論に基づく光合成速度モデルの構造

本多正樹(電中研)

(48) 裸地プレート上の海藻類の遷移

0芹i事如比古・大野正夫(高知大・海洋生物教育研究センター)

(49) 深層海水を用いたカジメ Eckloniacavaの成長実験

0富永春江*・大野正夫*・山口光明糾(*高知大・海洋生物教育研究セン

ター，紳高知県海洋深層水研究所)

(50) 海藻抽出物の際リバーゼ阻害について

0美藤望*・川久保明宏*.二宮正j頓*・大西純一*・伊藤啓二*・奥田拓道**

(*海藻資源研究所**愛大・医・医化2) 

(51) 管状多核緑藻モツレグサ (Acrosiphoniaduriuscula Yendo)の細胞分裂における核と

微小管の挙動について

0有賀博文・本村泰三(北大・理・海藻研究施設)

(52) 多核緑藻における同調・非同調核分裂機構の解析

0本村泰三*・加藤敦之材・有賀博文*(*北大・理・海藻研究施設，判北

大・理・形態機能)

(53) 緑藻アオモグサ (Boodleacoacta)における原形質膜画分の調製

0生野智昭・奥田一雄(高知大・理・生物)

(54) 褐藻クロガシラの細胞壁とセルロース微繊維の構造

0田村寛・奥田一雄(高知大・理・生物)

口頭発表 (29日午後の部)

13: 00-13 : 15 (55) Pinnularia pulchra Ocstrup var. subtilis Schimanskiの形態変異

0福島博ホ・小林艶子**・吉武佐紀子**(*藻類研究所，判湘南短期大)

13 : 15-13 : 30 (56) 有性生殖の様式，増大胞子および栄養被殻の形態からみた羽状類珪藻Actinellaの系

統

真山茂樹(東京学芸大・生物)

13: 30・13:45 (57) ベトナム産ホンダワラ類について

鯵坂哲朗(京大・農学部)

13 : 45-14 : 00 (58) 遺稿K.Miyabe and M. Nagai， On Laminaria angustata Kjellm. and Laminaria longissima 

Miyabeについて

川嶋昭二(函館市日吉町4-29-15)

14: 00-14: 15 (59) Scinaia cottonii (紅藻，ガラガラ科)の形態学的新知見

0梶村光男*・宇井晋介**(*島根大・理・臨海**海中公園セ)

14 : 15-14 : 30 (60) 紅藻ウラソゾに類似の日本新産ソゾ属の一種

0阿部剛史*・増田道夫*・鈴木稔**(*北大・理・生物，帥北大・地球環

境)

14: 30・14:45 (61) 紅藻 Gymnogongrusgriffithsiaeの生活史

0増田道夫*・小亀一弘*・ M.D. Guiry制作北大・理・生物，料アイルラ



ンド国立大・ゴルウェイ校・植物)

14: 45-15 : 00 (62) 広塩性紅藻 Caloglossacontinua (Delesseriaceae， Ceramiales)の形態変異と生殖的隔

離

O神谷充{申*・田中次郎**・原慶明*(*筑波大・生物**東水大・藻類)

15: 00・15: 15 (63) オゴノリ属植物の精原細胞の分化と雄性生殖器官の形成過程

0寺田竜太・山本弘敏・安井肇(北大・水産)

15 : 15・15: 30 (64) Morphology and pigment composition of the marine unicellular cyanobacteria 

o Moskvina， M.I.， Kohata， K.， Watanabe， M. M. (National Institute for 

Environmental Studies) 

15: 30・15: 45 (65) 小笠原諸島南方海域において分離された緑色球形藻類の分類学的検討

69 

0宮下英明*・池本尚人*・蔵野憲秀*・宮地重遠*・千原光雄**(*海洋バ

イオテクノロジー研究所，帥日本赤十字看護大)

15: 45・16:00 (66) 福島県宮床湿原産及び世界5大藻類カルチャーコレクションの Chlorogonium(緑

藻・オオヒゲマワリ目)株の比較形態学的観察による種の識別

0野崎久義*・相沢賢一帥・片桐正幸**・渡辺信*(*国立環境研究所，

**地球・人間環境フォーラム)

16: 00-16: 15 (67) 18SrDNAによるアオサ藻綱の系統

0中山剛・井上勲(筑波大・生物)

16: 15・16:30 (68) 18SrDNAによるクロロコックム目 (Chlorococcales)の分子系統解析

0三井蒸*・渡辺信**・中山剛*・井上勲*(*筑波大・生物，判富山大・教

育)

16: 30・16:45 (69) 18SrRNAによる海産黄金色藻サルシノクリシス目藻類の系統解析

0本多大輔*・川井浩史料・ C.S. Lobban***・井上勲*(*筑波大・生物，料

神戸大・理・生物***グアム大)

16: 45・17:00 (70) 緑藻ミトコンドリア COXI遺伝子に見いだされた遺伝暗号変異と分子系統樹

0石丸八寿子・大浜武(生命誌研究館，分子系統)

17: 00・17:15 (71) ミトコンドリア COXI遺伝子による Euglenaの系統的位置とその葉緑体起源の推定

石丸八寿子・ O大浜武(生命誌研究館，分子系統)

17: 15-17: 30 (72) クロララクニオ藻の葉緑体の起源は?

0石田健一郎*・原慶明*・長谷川政美帥・岡田典弘***(*筑波大・生物，

**統数研***東工大・生命理工)

本大会に協力していただいた方々(あいうえお順・ 1月31日現在)

(株)加用物産， (財)高知コンペンションピユーロー，四国医療器(株)高知支庖，

四国教施研綜合サービス(株)，四国理科(有)，篠原化学薬品(株)，司牡丹酒造(株)， 

(有)西村謄写堂，日進商事(株)， (株)ニチリョ一大阪出張所，日本電子(株)高松営業

所， (有)パイテック， (株)ピードテック
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32h霊安祭キスパー"NICHIRYO

CB有限会社Jtイテック
干加高知市一明書町円百21番地
TEL 0888・71・6727
FAX 0888・71・6730

科学の未来を創造する。
環境づぐりを確実にサボ一九医療・衛生技術に即応。

科学研究と検査・分析の総合商社

日進商事株式合結
高知市上町5丁目6-15ft(0888)22-3141的



(1) 0長島秀行・中崎腿利・吉田充輝:温泉蕩イデユ

コゴメの生育と光合成に対する無償炭素の畿管

厳住温泉に生育する単細胞.類イデユコゴメ色担当主盟

鍾組主L盟 RK-U象は、好厳好熱的であると同時に、高温度

ω宮下でも生育できるといわれている.そこで、生育と光

合成に対するC02温度の髭響について調べるために、各種

温度のC02ガスを通気して無繊培地 (pB2.5)、40"C、

252μ回 1photon/.2/secの光照射下で培養した.生省は

細胞数の劃定、光合成活性は酸素電極による酸素発生量の

測定によって求めた. その結果、イデユコゴメRJ(-l練は

ω2温度が4・5"で最もよく生育し、無添加の約1.5倍にな

った.20"ω2下で繕獲しても生育は阻害されなかった.

10"ω2で培養した細胞の光合成活性は、無添加で通気稽

養した細胞に比べて、大きな変化はなかった.つぎに各種

pB条件下で光合成を測定すると、磁性ばかりでなく中性で

も活性が認められた.反応液にNaBC03を加えると、その活

性は.とくに中性付近で高くなった.反応液にカーポニ.'".1

クアンヒドラーゼ阻害剤lを加えると、 pB7.0では阻害され

たが、 pB2.5では変化がなかった. したがってカーボニv

クアンヒドラーゼは中性では活性を有するが、酸性では織

能していないことが推察される. {東京理科大・基礎工)

(3) 0坂商芳彦*・加滋賀也事$:;事海性及び暖海

性コンブ目積額の光合成の温度依存性の比絞

寒海世コンブ目蕩額ナガコンブ (Laminaria

longissima)と暖海性コンブ目蕩額カジメ

(Ecklonia cava)のディスク状の麓体片に種々の

時間間隔{ミリ秒単位)で閃光を照射し，酸素発生

量を酸濃電極で測定，単位時間あたりの践濃発生量

から1閃光あたりの酸濃発生量を求め，閃光聞の悶隔

(t)と1閃光あたりの酸察発生量 (Y)との関係

(Y，園，Ymax(1-exp(-:-kt))で近似)をそれぞれの種類

について得た.この近似式より光化学系Eから Iへ
の電子伝達反応の速度を反映していると考えられる

half-turnover time (t1/Z)を推定，比較した.8 

月の藻体について低温条件下 (O"C， 5"C)における

t1/Zを比鮫したところ，ナガコンブ(現渇水温:15 

"C)のtuzはカジメ(現湖水温 :25"C)のそれより

も小さな値を示した.また，ナガコンブの2月(現渇

水湿:ー1"C)の譲体で得られたtuzは8月のそれよ

りも小さな舗を示した.このことは光合成ー温度曲

線の解析により明らかにされているナガコンブの低

遁に適した光合成特性と一致している.

{吋t水研，事*京大・理・植物}

71 

(2) Q.t島村元美・片山僻康:汽水域に生育する紅縫

アヤギ)tとホソアヤギ)tの先合成に及ぼす塩強度の園長響

汽水車虞は.温の干演の~響を受けやす<.そこに生育

する11頚lま舗広い塩旗度の変化にさらされる.紅海アヤ

ギ)t (Ca/oglossa leprieurii ].Agardh)とホソアヤギヌ

(C. ogasawaraensis Okamura ) 1;1:，このような環境に

生育しているが，同じ織所に出現する場合，アヤギ)tが

ホソアヤギ)tよりも上位に分布している.このような分

布の途いが何に起因するのかを繰るため，この 2湿の藻

類の先合成特性を.温iA度変化への耐性という面から調

べてみた.

事t科には.窓越量度がほぼ等しい地点に生育する涼体を

用いた. 2種の藻書置の先合成は.短時間の温機度の夜化

に対して同じような応答を示した.一時的に蒸留水にさ

らされた後の光合成活性の回復力はホソアヤギヌのほう

が強かったが，蒸留水で48時間培養した渇合.アヤギ

ヌの光合成活性1;1:変化しなかったのに対して，‘ホソアヤ

ギヌの3色合成活性は低下した.このことから，ホソアヤ

ギ)tのほうが，長時間淡水にさらされることには弱いと

推測できる.逆に，通常の潟水で待費した場合1;1:，ホソ
アヤギ)tの光合成活性が高まったのに対して.アヤギヌ

の党合成活性は密化しなかった.このことから.ホソア

ヤギ)tのほうが高いtili.l度での生育に遺していると考え

られる.生育環境に近いあるいはそれよりもやや低い温

温度に希釈した海水で培獲すると.両種ともヨ色合成活性

が高まった.

これらの結呆から.この 2種の分布の違いを決定する

のは.海水または淡水に長時聞きらされることに対する

耐性の違いと言えそうである東京学芸大・生物}

(4) 登山弥生・ 0佐厳博雄:4種の務部(アナアオサ、ワカメ、
アラメ、カジメ}の遊走子および配備体期における光合成特性

[目的〕種々の海穫の議体の光合成と環組要因に関して多〈の研
究報告がなされている.しかし、鎗生初期段階においては滋定子
で C.D.畑sler&M.ffeusbul(四91)が、庖偶体期でS.R.Fain&S.N.
蜘rray{l鋪Z)が光合成について報告しているのみである.翁生初
期段階の光合成活性は極めて低〈、その測定の図鑑さのため、光
合成に関しての基E量的な知見は乏しい.そこで、本研究では生育
深度の異なる海.4種(Ulra pert脚 .1Il噛 TiapiDIJBtifida. 
Bisenia bicyclis. BcklOllia cara )について、逃走子・配備体
期における光合成活性をか14法を用いて測定し、光源鑓との関係
について明らかにした.
[実践] 用いた試料はそれぞれの菌巨額の胞子轟が形成される時期
に房健半島から三浦半島にかけて採取した.試科を実験室に持ち
帰り、業体の表面を誠簡漏水で洗車争し、滅菌海水に漫し遊定子を
放出させ、光合成の実践に供した.光合成ー光曲鎗を得るため6
段階の光条件を設定し、 1..... :締関培養し、遊定子に取り込まれた
14C.敏射飽を低W瑚定周液体封切J，-l!1刈柳田{ト封書ヲ・2560TR.
hぬu叫Ltd.)にて各光量下の光合成活性の測定を行弔た.同時
に、訴事守中の9即刻極量を蛍光光度計(加盟，rDesilll首 llHXl6l)
により測定した.配備体期の試料は2(wの量・予'lt:.!Iに遊定子液を
分注し、約却時間鈴置し遊走子を壁画に着生させ、光量を世w

g沼μSa・2S-'の範囲で、明朗および暗期を12時間の周期で一週
間指{穫して得た.その後、偲偶体期の光合成活性および知D74砲
量を逃走子の場合と岡織に測定した.
[結果J4糧の海重量の逃走子の最大光合成活性(PIIIX)は、着生
後1週聞の配偶休期のP皿 Zの値と比鮫してν6から1/20でおり、..3種では採取時期によりその値に差違が認められた.それ
ぞれの遊定子のPIIIXを示す光量子量(Ik)を比絞すると、海表
面付近に生育していたTtT:併では高〈、深度'3-6園に生育してい
た1'#と量ダメでは低い傾向が認められた.

{東京水産大学・海洋生産}
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(5) 0牧野愛・.鈴木喜左側・矢郎和夫・: 海務銀

に与える紫外線の膨響

その1. ホソメコンブの初期発生に与えるUY-BのZ陣容

UY-Iight (FL20E. FL15BLB-330) からの発を

280-360nmの録外透過フィルター (UY・28.-30，・32.-34.-36)およ

び紫外透過、可視仮収フィ Jレター(UY-D25)を使用して、各種

のフィルター下でのホソメコンプの初期発生に与えるUY-Bの先

の影響を飼ベた.

その結呆、 UY-Iightからの光に対しての

UY-28.-30，UY-D25フィルター下でのホソメロンプの雌雄の配偶

体形成l:UY・32.-34，・36フィルター下での雌雄の配備体形成との

聞広は、発生数、生長等に明らかな差が現われた.

さらに、陸上植物では長波長の光を加えることにより、緊外線

による成長阻容をかなり押さえること申@できるといわれているが、

今回のホソメロンプの場合は、その影智はあまり見られなかった.

これらの実験室での条件は自然の条件とはかなり異なると.恩わ

れるが、 UY-Bの先がホソメコンプの初期発生にかなりの影響を

与えていることが示峻された.

{犠北東海大・海洋開発工、輔北大路・地環研)

(7) 牧野震・・0藤井治初・・矢協和夫・:

褐11コンプ目植物の組織椿養

縄藻類コンブ目組物の組織培養におけるカルスから胞子体へ

の分化の方法には、 2つのタイプが報告されている.

すなわち、カルスが直後胞子体に発進するものと、カルスが

配備体に分化した後、胞子体が形成されるというタイプである。

実験室で繕養したホソメコンプとナガコンプの幼胞子体業状

舗を約lmm"角に切ョたものを使用し、約1年間の長期間にわたっ

て、ホソメコンプはlO'C、約20"mol向岡田..， 5-'， lOL:14Dの

条件で、ナガロンプは5'C、約20"mol pl四回皿..， .'， 10L:14Dの

条件で培援しj続けた.

その結果、静置繕獲を始めてから約2カ月後にホソメロンプ・

ナガコンプともに糸状体のカルス様細胞の形成が包められた。

その後、両者ともに通気機養に変えて糸状体のカルス様細胞を育

てたところ、ホソメコンプの糸状体のカ)J，ス様細胞は約1カ月後

に、健雄の配備体様細胞に発途したのち、雌配偶体繊細胞上に索

状体が発達した.

一方、ナガコンプの糸状体のカルス様細胞は直接葉状体に発達

した.

(吋臨海大・海洋開発工}

(6) ()箭本亜矢子・阿部剛史・増田道夫:紅滋カギケノー

リの生活史と光周性

紅漢方ギケノリ科のいくつかの種は配偶体と胞子体が異

形のカギノリ型生活史をもち、四分胞子体は四分胞子裂形

成時に短目を要求する光周性を示すことが知られている。

本研究では、ベトナムのNhaTrang(北線12度13分・東経109

度14分)で採集したカギケノリ自主盟旦腔里!!!笠立担当に

ついて、その生活史と四分胞子嚢形成に関する限界日:長、

短日反応周期数ならびに光中断効果を調べた。

採集した未成熟の四分胞子体(盟国並E自}の枝の先舗

を単離して培養実験を開始した。四分胞子体は25"Cの短日

条件8:16h LD(8時間明期16時間暗期)で四分胞子を形成し

た。この四分胞子を20"Cと25"Cの長日条件16:8hLDで培養

した。いずれも円柱状の主軸をもっ密に枝分かれした灘体

に生長し、カギケノリの特徴を示した。

限界日長は11時間30分、短日反応周期数は7周期であっ

た。光中断は、 14時間暗期が1/3経過した時点で1時間の

明期を与えた場合に10096の四分胞子嚢形成阻害効果があ

り、1/2や2/3緩過した時点での1時間明朗では効果がなか

った。この結果は、この種が暗期の長さに反応する先周性

をもち、その性質が四分胞子肱出の時期を決める生理的織

構として機給している可能性を示唆するものである。

(北大・理・生物)

(8) 起智雄先:海穫の銑菌性成分

海穫の抗菌性成分については、古〈からその存在が示唆され

ていたが、 1950年代から1960年代にかけて多〈の研究グループ

によ，て行われた抗菌活性スクリーニングによ，てその存在が

裏付けられ、実際多数の海穫に顕著な話憶が極められている.

一方、 1970年代に入ると、多祥生仰の車生する第二次代謝産物

の特異な化学繊造と多重喜な生理活性に着目して多〈の化学者が

海洋生物を裕好の研究材桝に選ぶようにな，て告た.海穫の抗

菌性成分についても盛んに検9障が行われるようになり、活性成

分として色々なタイプの化合物が多鉱単耀・4事進決定されてい

る.しかしながら、これらの研究報告を鋒銅に見てみると、そ

の大量E分は4構造上の童話奇位に主眼をおいたものであり、詳細な

抗菌活栓〈作用スペクトル〉まで調べているものは極めて少な

い.そこで我々は、日本の爾西宮E沿阜に分布する潟穫のうち可

能な限り多〈の穏について抗菌活性スクリーニングを行い、顕

著な活性の留められた海藤から活性成分を単隠し、その化学繊

遣を解明するとともに広範な微生仰に対する作周スペクトルを

調べることを目的として研究を行ヲた.

〈高知大・理・化学〉



(9) 0傍注隆・・鈴木...・鑓路正和・:石灰濠さんごもの

アレロケミタスについて

今までに海洋生物において4・4なアレロケミクスが穏告され

ている.海麗頴でも二次代劇により生成した化合物が体豪から

分量聾された渇合.海水~.介して他の生物に鯵管を及ぼすこと
が考えられる..近.石灰磁の鑓茂による磁鍵ItbS問題となっ

ているが.この現象も石灰嫌が出すアレロケミタスbS関与して

いる可健性がある.

重量々は.前回の発表で.磁鍵けの成因11ではないがピリヒパ

やモカサがコンブ績の遊走子の発生を臨書するアレロケミクス

を敏幽していることをヱ滋翁護法により確かめた.現在阻書活

性の本体を同定するためにピリヒパ鏑出物の精E躍を進めている

が.同時にこ廼指護法やコンディションド崎地を用いて阻害物

質の佐賀も検討している.その舗果.ニ頭指穫のとき石灰穏と

コンブ遵走子発芽体の配置を上下{上:コンブ発芽体，下:石

灰罰の配置から関ー平面の配置に震えると阻寄活性が滅少す

ること，またコンディションド積地を60'C1時間処理すると

阻害活性が失われることがわかった.これらのことから，この

阻書物質は輝発性の化合物である可能性が示喰される.

紅車領，絡に石灰11ではプロモペルオキシダーゼ活性が高<.

低調幅点臭化物を放出していることが知られている.そこで.プ

ロモホルム.ジプロモメタン及びジプロモクロロメタンを用い

て.コンブ9豊富F体に対する阻寄活性を飼べたところ，高混度で

はコンブ発芽体に対してすべて致死活性を有し，量も多〈敏出

されるプロモホルムは30ppmで致死活性を示し.10ppmで正

常胞子体の発生が滅少することがわかった.

{・北大・週・海癒研..北大・大学院地縁環繊科学研究科}

(11) 。川久保明宏・・牧野義之・・三宮正限・・訟下精傘・.

大函純一・・伊海啓二・.堀寅治“

紅IIEuchBlHDaamakusaassis由来のレタチンの分自量精製とその
性状

【目的】 近年、研究の進展によって様々な動植物からレタチ
ンが分磁精製されその性状が擁箆されている.演者らI:J:、海麓
約170祖顛に闘してレタチンのスタリ一三ングを行い、これ
までには報告が見られない食用海環であるキリンサイ属の海猿
より、続規レタチンを倹幽する事ができたので、その性状解明
を行っている.今回I章、食用海軍Eとして剥局されている
E.細川'usaassis由来のレクチンに闘して報告する.
【方法】 E. amakusallss i sの凍結乾燥紛末よりレタチンを鋪出
し、エタノーJ"it殿、ゲル遭遇、さらにはDEAEクロマトグ
ラフィーにより精製を行ったo SOS電気泳動にて単一バンド
を示すレクチンを用いて、各種動物赤血軍事{切キ¥1:'1/、卵、
が角的 1:.対する凝集活性、凝集阻害舗、分子量、等電慮、 m
含量等の筒佐賀を常法に従い測定した.
【結果 E.amakusaassisレタチン除、エタノール沈殿、ゲル

温過によって精製されSOS電気泳動にて単一なパンドが得ら
れた.東に、同国分のOEAEクロマトグラフィーによって2
橿頬の等電点の奥なる成分EAA1(p 14.95)とEAA
2 (p 15. 20) EAA3 (p 1 5. 50)に分園すること
が出来たo EAA 1、EAA2、EAA31ま等電点以外の筒佐
賀は非常に翻似しており、 トリプシン処理ウ併・5最血様、ヒヲシ・赤
血聖書、 トリプシン処理tヲシ・赤血軍事を特典的に漉集し、I:'ll赤血
聖書に対する漉集阻害活佳は単組銅でI:J:IIめられず‘チログ日プリ:J.

4・2トむか等の鐘タンパタ貨によってのみ図書された.分子量I:J:
Sさに約29000Da(SDS-PAGE)、約25000Da(ゲ晶遭遇法}であり、
またS直を会〈含んでいない街組レタチンであることが確包され
た。(・諸事建資源研、 “ 広 大 生 物 生 塵 〉
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(10) 。牧野察之・・川久保明1:*・ニ官軍閥・・松下精.*. 
大商純一・・伊麗啓三・.績賞治"

海.由来のレタチン織物質のスクリーニング・特にキリンサイ
属海軍に倒して

I目的】 レタチンI主動植物及び細菌などに見い出される、免
疫学的塵絢ではない鑓結合性のタンパク貿あるいは績タンパク
貨の総祢である.近年の研究の進展によってい〈つかの海疎か
らレクチンが分魅精製されその性状が強健されている.演者ら
I主、海.約170.書置に闘してレクチンのスクリーニングを行
った.その結果、これまでには報告が見られない、食用海穫で
あるキリンサイ贋の海環に広〈レクチン様活性が分布している
事を倹幽する事ができたので報告する.
【方法】 量華麗167種類(禍蘇翻21糧、紅建頬107種、

緑蕗癒17種、不明22種}を録集し凍結乾燥し1鉛末化したも
のから20%エタノール、 PBSを用いて海.抽出液を得た.
各種動物赤血車庫〈抑ギ、ヒ:"h'¥柄、 tJ'fヨウ}を用いて鏑出波の
赤血軍事に対する灘集活性を連続三倍希釈法によって測定した.
【結操】 上飽スクリーニングによって、海建中には何らかの
赤血聖書凝集活性が広〈存在することが確医された.その中でも
特に、キリンサイ属、オゴノリ属、ミリン属等のミリン科湯量直
に比敏的強い活性を持った赤血穆凝集索が存在していることが
確箆された.その中でも、圏内外のキリンサイ属海擦に普遍的
に赤血球灘.活性が存在することが確箆された.これらのキリ
ンサイ周量華麗由来の抽出波の動物赤血球に対する特異性も券常
に煩似しており、 トリプシン処理扮ギ赤血聖書、ヒヲγ赤血縁、ト
リプシン処週四γ赤血擦を特異的に緩集した.

{・海.資活研、“広大生物生塵〉

(12) 。内国英伸・・原 鹿嶋・:緑議。ラミ
ドモナスの接合子特異的遺伝子 zys1Bの解軒

議縁体遺伝子の母性遺伝は徹子植物から単細

胞緑議類まで多〈の槌物で見られる普通的な
現象である ch1 alllYdo皿。nasの.総体の母位
遺伝 lま雄由来襲縁体核鍵体の週択的梢化によ
って起こる. 種々の阻害刻および uvを用い
たc.reinhardti iにおける細胞生理学的実験の
結果，後合開始後 10分以内に発現する遺伝
子が架線体核の選択的消化を引き起こしてい
ると考えている. この遺伝子を周定するため
に配偶子と縫合開始後 1 0分以内の援合子の
cDNAのデイ 7 アレンシャルスクリーエングを
行い 5つのクローンを単躍した. そのうちの
2つの空ローンの趨基配列は，推定される才

一プ ン リ ー デ ィ ン グ フ レ ー ム 領 域 内 で 99 % 
のホモロジーがあり， これもに対応する遺伝
子 (zysIA. B) は遺伝子ファミリーを形成し
ていた. これらの~ンバク質の機能を推定す

るために zys1B の cDHAクローンを発現ベク~

pHalcにクローニング後， マルトースパインデ
イングプロテインとの融合安ンパク貿を合成
し，抗 zys1Bタンパク質ポリヲローナル抗体を
作成した.接合過程における zys1B ~ンパタ貿
の蓄積パ者一ンに対する uvパルスの効果を
翻ベた結操. このタンパク質は母住遺伝を引
き起乙す過程に関与していた. 現在この~ン

バク質の細胞内における局在箇所在聞鏡盤光
抗体法・免・疫電子顕微鏡法により解訴してい
る.

(・筑波大・生物}
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(13) 加崎英夫:日本における車軸藻の研究の現状

一絶滅の危機にあるホシツルモー

.近，環境庁が中心となって動物・植物の希少種

の点検が行われているが，演者は車紬藻について調

査を担当してきた.調査を進めていくうちに，多く

の車紬藻の生存が乏しくなってきており，ホシツル

モはすでに確毘できない状態である.

本報では，日本における車敏藻研究の現状を述べ

るとともに，絶滅の危機にある種類について報告す

る.

(環境庁国立環焼研究所)

(15) 0大塚泰介・中原鉱之:賀茂.川の付着

珪議詳~の季節変化

京都市の質茂川上流域で、付着珪線君事務の季節変化

を調べた.試料の採集は1992年2月-12月と、 1993年

5月-1994年5月に行なった.付着基質としては、大

様(直径10-30cm)、中磯(直径 1-5 cm)、砂(直径3

回目以下)、ツルヨシの旬旬茎、の4種を選んだ.

付着藻類群落はN1t盆盛1A..白ff姐m也vlc且Id.t.ど
の珪漢が優占する事が多かったが、血血盟並丘主など

の磁重量もたびたび優占種となった.珪藻の出現種は季

節に関係なくほぼ同様であったが、その組成は季節に

よって異なっていた。穏組成の季節変動パターンも

1992年と1993叫年ではやや異なっていた.珪務の量は

夏に少なく.冬に多い傾向が見られた.各基質上の付

着珪穣群落はそれぞれ幾つかの型に分類できた。一度

ある型の若手落が形成されると、数か月は同様の群落の

型が維持される場合が多く、出水などによる群落の大

規模な剥雌が起こった後には群落型が変わる事が多か

った。硝酸、アンモニア、リン酸などの栄養塩濃度の

季節祭化は小さく.珪務群落の変化に及ぼす栄養塩監

の変化の影響は小さかったと思われる.

(京大・農・熱楊農学)

(14) 0辻村茂男・中原紘之・小崎隆・石田紀郎:潅

漸による塩性化が土壌藻類に及ぼす影響

潅海地の塩性化は世界の最も深刻な問題のーっとなっ

ている。中失アジア乾燥地での大規模潅海農業地帯に

おいても，塩性化により耕作地が荒廃していることが

報告されている。

1992年6・7月，カザフスタン共和国イリ川流域のベレ

ケ農場にて塩類土壌の分布と土壊藻類の関係について

調査を行った。ベレケ農場内に幅約抑nの潅潟水路を

挟む形で既耕地と未耕地を含む約4haの調査区を設定

した。採取した土壌試料は一般理化学性について分析

を行い，土壌藻類はBG・11培地を用いた希釈平板培養

法によるコロニー数から計数，同定した。

その結果，表層土壌の塩性化は潅海水路周辺で強く，

また，既耕地より未耕地で進んでいた。藻類相は緑藻.

産藻が中心であり.藻類量は塩性化の最も進んだ地点

での土壌19あたり102コロニーレベルから，既耕地中

央部の107コロニーレベルまで大きな変化がみられた。

潅瓶の実施による土犠水分の上昇は藻類量の増加を引

き起こす一方，同時に生じうる塩性化は，藻類量およ

ひ積組成の変化を引き起こしていることが明らかとなっ

た。塩類量と藻類量の聞には負の相闘がみられ，藍藻

は緑藻に比べ強い耐塩性を示した。 (京大・農〉

(16) 0西川昭人・坂東忠司: 小学校プールに出現

する藻類

近年，藻類の生育する自然のため池や水田は急激に

少なくなっている。特に都市近郊では顕著である。一

方，ほとんどの小学校はプールを所有しており，理科

教育や環境教育の教材として利用できる可能性を持っ

ている。学校プールは.防火用として常時水を溜めて

おくことが義務づけられているため，夏期の使用時を

除いて，多くの藻類や小動物が繁殖しているからであ

る。

本研究では，京都市内の小学校を中心に. 33のプー

ルで生物相調査を行った。確認された十数種の謀類の

うち.CosllariulI 18ere. Oocystis sp.. PeridiniulI 

sp. および H8ell8tocoCCUS18custrisは全体の半数以

上のプールで優占種として出現し.多数の胞子も確認

できた。このことからも，これらの種がプールという

環境によく適応した藻類だということができる。また，

これらの藻類が，どのような方法でプール内に生息す

るにいたったのかについても，周辺の砂・土等の培養

実験や野外に水槽を設置する実験結果から若干の考察

を試みた。(京都教育大・生物〉



(17) 0山本秀樹・・山豚佳洋“・坂東忠司・: 京都深

泥ケ池のチリモ類フロラ

深泥ケ池は京都市の北部に位置し，中央部の浮島に発

達した湿原と浮島周囲の水域には，北方系及び南方系の

多彩な生物が共存している。しかし，義類に関する報告

は比敏的少なく.最後の報告からもすでに15年が過ぎよ

うとしている。さらに近年.池の水質の急激な悪化が懸

念されており，量巨額の種類も大きく様変わりしていると

考えられる。

そこで本研究では，環境変化に敏感であるといわれて

いるチリモ類(Desmids)の現在におけるフロラを調査し.

種組成の変遷及び調査地内での分布について若干の考察

をおこなった。ここ50年聞の種組成および多織性の変化

は著しいが，特にJ/icrl1sterios，属では今回確認できた 7

種の内，過去に報告のあった10種との共通種はわずか 2

植のみであった。また.分布に関しては 80pJ 0 toeo i UI1 

l1ioutul1. Tetl1ellorUS Joevis. Euostrul1 lootbopborul1 

などは浮島内部の限られた場所に.PJeurotoeoiul1 suか

coroouJotU& J/icrosterios tropico var. poJooicoな

どは荷量Eの水深のある限られた場所に生育していた。

ド京都教育大・生物， 日下総市立江の繍小)

(19) o.辺 信事・奥山茂樹"・野崎久義れ宮床湿

原における底生護領の現存盤・種組成及び多様性

福島県宮床湿原池諸問及びB(におl:tる底生部類の多

様性を1992年(.&. 8.10月の隔月で定量的に解析した.

調査期闘を遍Uて，池猪DZ及びB(に出現した藻類種は

それぞれ"種類及び&7種類でおった。池塘DZでは種類

数及び現存量が雪解防後の4月に少なかったが， 6月に

最も多<， 8.10月に減少した。穫量草署員が金書事類の現存

盤の90-981を占めていた。種の多様度を表現する指援

としてSi.psonの多様皮指数{個体数及び現存量錬算}

を求めたところ，種類教の変動とは全〈逆の変動を示

し， (.10月に高<， 6.8月に低い.池簸B(では種類教は

(-8月にか砂て変わらず， 10月に著しく増加した.しか

し，現存霊は4月に最も多<， 6月から10月にかけて徐

々に減少した.王量語頭と童書穫頚がそれぞれ金毒事顛の現

容量の33-821及び15-631を占めていた。多機度指数は

現存量及び種類教の変動と対応して変動していた。現

存量，種額数，多様度指数の双方で，どの季節も池崎

DZの方が池櫨B(と比べて高い値を示しており，池績DZ

はB(と〈らべると種類が豊富で，かっ独占的な種に属

する個体が相対的に少な<，やや複維な群集であるこ

とが示された.両地塘での水質変動の統計的解析より，

泊語"は環境鑓乱の少ない水域であることが示唆され

た。

〈事国立環境研究所・生物，“東京学芸大学・生物)

7S 

(18) 0飯田高明・.竹下俊治"・中野武釜m ・出口博

則*.地衣類サンゴゴケ属の photobiont

サンゴゴケ属 (Sphaerophorus)は樹状の形態をもっ地

衣頬であり、日本からは6種が知られている.現在まで

に、本属の photobiontに関する報告は皆無である.本研

究では，日本各地から採集したサンゴゴケ属4種8点の

生態標本から pho旬biontを分極・培養し，分額学的検討

を行った.その結果，今回分離・培養した photobiontは

すべて恩細胞性の緑藻類，D~引開chloropsis symbiontica 

であった.本種は樹皮着生誕額としても報告されており

σschermak・Woess1980. Handa et al. 1988)，サンゴゴ

ケ属の photobiontは樹皮着生藻舗としてのD.symbion-

U伺と深い関係があると考えられる.

サンゴゴケ属はピンゴケ自の地衣類である.

Tschermak-Woess (1988)によると、現在までにピンゴ

ケ目から分離された phoωbiontのほとんどが

Dic妙。chlorops，信で占められている.これに、本研究の

結果を合わせると、 Dic砂町hloropsisは地衣類ピンゴケ

自の主要な photobiontであると考えられる.

(・広島大・理・生物科学広島大・学校教育・理科，

町広島大・理・宮島自然錨物実駿所)

(20) 0日野修次事・三上英敏事・今回和史"・安

富亮平“・高野敏志向車: 貧栄蛍湖lこおける値絢

ブランクトンの分布と一次生産〈阿寒パンケ湖〉

湖沼は値物ブランクトンの生育の揖とレて内陸部

では重要な位置を占めているが.貧栄蛍湖は山間地

に偏在レているために謂査に当たって不便であるこ

と.また纏物ブランクトン相が貧弱であることから

平地に容在レ値物ブランクトンが太量に容在する富

栄重湖とは異なって研究対象としてはあまり重要視

されてはいなかった。さらに貧栄蛍淘の植物ブラン

クトンによる一次生産は植物ブランクトン相以上に

研究されておらす，植物ブランクトンの生態学的な

研究の遅れは否定できない状鰭であった.

演者らは.貧栄量湖が多数寄在するj~海道におい
て貧栄賃湖に関する研究を進めてき疋が， 1992年よ

り調査が実施された阿寒パンケ湖は支箔湖.洞爺湖

とは異なって貧栄震型であるのにもかかわらすヒメ

マスの漁業生産性が高い特異的な湖沼である.この

特異性を明らかにするため植物ブランクトンの季節

霊化を富む分布と食物連鎖網を支える一次生産.お

よび栄麓盗類についての調査をおこなった結果につ

いて報告する.

「北海道環鏡科学研究センター・事事北海道

立水産15¥化蝿・山市北海道立衛生研究所〉
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(21) 三浦晴雄:海苔の栽楕晶種の研究の現状

『海苔Jといえば皆さんは rアサクサノリ』の

ことを思い出すでしょう.しかし，分額学的に正確

にいえば.今日栽培されている『海苔」は「スサピ

ノリ』という種媛です.しかも，野生型の『スサピ

ノリ」ではありません.野生型の『スサピノリJの

中から遭嫁された栽精型の系統なのです.つまり，

現在皆さんが食べている海苔は『アサクサノリ」で

はなくて rスサピノリ』であるということです.

(青蒜大学工学部生物工学科}

(23) 

O倉島彰'・機浜康継*申・有賀祐勝市:褐藻アラ

メ・カジメの生理特性の比較

アラメとカジメはともに海中キ材萄成種であるが.

前者は後者より浅所に.また北方に分布することか

ら，両種聞に生理特性の相違が存在するものと考え

られる。本研究では水平分布を限定する温度に着目

し.葉状都について光合成と温度との関係をまず調

べたが.強光下での純光合成速度は両種とも25'Cで

最高となり. 30'Cを越えると光合成活性が急激に失

われる点も共通であった。つまり.両種聞に光合成

一温度特性上の相違は見いだせなかったが.それは

実験に用いたような強光が実際の群落内の禁状認に

とって非現実的なものであるためと考えられるの

調密な海中林内での個々の禁状部に遣する光の強

度は純光合成量をかろうじて正にする程度となる可

能性があることに注目し.個々の禁状部にとっての

日補償積算光量と温度との関係を両穏で比較してみ

たところ. 3月一11月に行った実験の結果に基づく

と.日締光合成量が正となるための逼度はアラメで

はカジメより約5'C低いことが明らかとなった。こ

のような両種聞の生理特性の相違は主として呼吸ー

温度特性の相違に起因する。弱光域における光合成

一光特性はほぼ等しいが.呼吸活性は10-27'Cの

範囲ではアラメの方が大であった。

伊東水大・藻類.市市筑波大・下回臨海)

(22) 0疎回大介・・小山和恭・・・辻雄一日: 磯焼

け地帯干の被覆海穫に及ぼす植食動物各種の影響

磯焼けの持続要因であるキタムラサキウニなどの植

食動物のグレージングが海底を被う無節サンゴモなど

に及ぼす影響を明らかにするために，屋外水摘で磯焼

け地帯の海水をかけ漉した涜水培養試験を行った。実

験は，キタムラサキウニのグレージング活動盛期(6-

9月). エゾイシゴロモ(無節サンゴモの優占種)の

成熟期(9-11月).ホソメコンブの遊定子放出期(¥1

月ー)の3回行い，各水摘に，無節サンゴ毛，無節サン

ゴモとキタムラサキウニ，無節サンゴモとへソアキク

ボガイ，無節サンゴモとイトマキヒトデを入れて，無

節サンゴモやそれに被われた告石の上の植生の変化を

観察した。その結果，キタムラサキウニ区やへソアキ

クボガイ区では一郎の時期を除いて海藻の繁茂は見ら

れず.イソガワラやマクサも摂餌され.11月にはへソ

アキクボガイ区のエゾイシゴロモが成熟した。ウニは

無節サンゴモも相当量を摂餌した。エゾイシゴロモは

対照区では表層~J離， イトマキヒトデ区では多層剥騒

を起こしたが，後に珪藻，藍蓄量，緑藻などが著し〈繁

茂して藻体を被うと変色または枯死した。(*富山県

水産試験場，“大成町立アワビ種首供給センター)

(24) 0村瀬昇・鬼頭鈎・大貝政治:ノコギリモク群落

の立体総造の季節変化と生産量

多年生ホンダワラ科植物のうちノコギリモク群落の安定し

た維持機構を解明するため，群落の立体構造について生産構

造園を作成し，群落内光環境の季節変化の実態を把鍾すると

ともに年間純生産量置を推定した.

山口県日置町賀波戸沿岸の水深島田付近の岩銀上に広がるノ

コギリモク群諮において.1993年6月から毎月潜水により.1 
辺50cmの方形枠を2カ所綾置し，群落内光環境の測定後，枠内

に生育するノコギリモクを採集した.採集した義体を20cm間

闘に切断し，各層の93年主枝 (93年6月に新しく伸長した主

綾)節分について業部と主技部{茎・生殖器床を含む}に分

け乾量量を測定し，生産構造園を作成した.この図から1カ月
間の縮死脱稽量を求め，その1年聞の累計値を年間純生穫量と

した.

群落上部に対する床部の相対光畳子量は.92年主伎がほ

とんど枯死脱落した8月には約68%と高<.93年主綾の伸長と

薬乾霊量の増加により，群落の高さが1皿を越える11月から翌

年1月には約13-22%.その後，群落の高さがZ皿となる3-5月

には約10%と推移した.

1年間の結死脱稽震の月別泉計値から推定された93年主枝の

年間純生産量lま1272.9g/m'であった.この年間純生産量は，極

大現存量(1994年5月の1155.7g/m')の約1.1倍となり，年間純

生産量と極大現存盤との聞で大きな差はみられなかった.

{水産大学校・増殖}



(25) 0大儒伸子・石井陽子・前川行幸:生育場所の異

なる数種アマノリ属糸状体の温度特性

アマノリ属は種により広範囲にわたって分布してい

る.これらの水平分布を限定する最も量要な要因は水温

と考えられている.アマノリ嵐の光合成一温度実験に関

しては.生育分布の異なる数種を同時に同条件で溶養し.

温度特性を比較した例はほとんどみられない。本研究で

は異なる地方に生育するアマノり属4種(ウタスツノ

リ，オニアマノリ.カイガラア7 ノリ ，P.haitanensis)を

用い，まず糸状体の温度に対する光合成特性と生長特性

を矯養実験から比較した。またそれぞれの生育場所の水

温と光合成最適温度，生長最適温度を比較することによ

り，水平分布を限定している要因を明らかにしようと試

みた。

糸状体の光合成測定は改良型プロダクトメーターを使

用した。糸状体の生長の測定は，"7ドガイに穿孔させた

糸状体を個体畿s1JL-，顕微鏡写真から面積をiJIIJ:Q!した。
繕養及び光合成の測定は5-37.5"Cの範闘で行った。

糸状体の光合成最適水温と生長忌適水温は、ウタスツ

ノリで15-25"C，オニアマノリで2o-25"C，カイガラアマノ

リで2o-30"C，P. haitanensisで25-30"Cと.それぞれの生育

場所の平均水温とほぼ一致した。また，それぞれの種に

ついて光合成・生長の高温耐性は生育場所の夏の高水温

に充分耐えうる範囲内であった。

(三重大・生物資源)

(27) 0前川行幸・山口真由美・天野秀臣:熔養条件下

における不稔性アオサの生長、光合成および光合成色素

特性

右回(1985)によって報告された不稔性アオサは室内培

養下でほとんど成熟することなく栄養生長し、高い生長

率を示すことが知られている.しかし、本種を用いた多

くの応用的な研究に比べ、生理生館学的研究は少ない.

本発表では、温度を変化させ、さ注ざまな強度の光環境

下で培養した不稔性アオサについて、高い生長率を確認

するとともに、光合成速度と光合成色素の変化について

報告する.

1o-30"C、 10-800μEm'Z8'1の条件で、 5/1P臨海水を用

いて4日聞の矯養を行なった.その結果、 10"Cではほ

とんど生長しなかったものの、それ以上の温度では光強

度が高いほど高い生長倍率を示し、 30"C、 800μE皿、'1の

条件下で4日後には40倍に遣した.面積および乾重盆あ

たりで表した光合成速度は生長倍率とほぼ一致した傾向

を示し、より高温域でより高い飽和光合成速度とより高

い飽和光強度を示した.Ch1. a:量は光強度が高くなるに

つれて減少したが、 α11.Bあたりで表したカロチノイド

系色素は温度や光の変化に対して特徴的な変動を示し

た.

(三重大・生物資源)
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(26) 田中索之・・藤田雄二:室内培養によるアナア

オサ不槍位株と野生株の成黙と栄養趨吸収

布図によって長鵠県大村湾で採集されたアナアオサ

は、室内培養では成豊島する ζ とがなく栄餐繁殖を続付

る不稔性の特徴を備えた変異種として報告された.そ

の後、本穏は水産動物の飼料や養魚場の環績保全など

に利用されている.また、本穏の増殖や生理生態に関

する特性も検討されている.本研究では、不草急性株と

野生株を温度15-25"C，光強度18-110μE皿・.8・2の

条件下、補強海水培養液中で通気培養し.成熱の有無

と栄養趨の吸収速度を比較した.野生株は、 20"Cでい

ずれの光条件下においても試験禁片のすべてが試験期

間 (8日間)内に成熱した。不稔性株は、 20"Cで18、

37μE皿・.8-の条件下ではほとんど成熟しなかったが、

12、110μE回・'8-条件下では一部が成熟した.20"C、 31
μE回・.8-条件下でのNO.-N，PO.-Pの吸収速度は、野生
株でN7.2μg-at.e "c田・・ day-ヘP0.4μg-at.e .. 
C固・2day・2、不稔性株で N12.5μg-at.e叶C圃・2

day-' 、P0.6 μg-at.e -'c圃・・ day・2 であった.

{長崎大・水産)

(28) 0小野晃生・森下情志・前川行幸:不稔性アオ

サのリン吸収能力

[目的]近年，海洋特に内湾織の富栄養化が進行し，防

止対策が遅れをとっているのが現状である。特に，回収

が困簸であるとされているリン・窒素に関してはその回

収方法が確立しておらず，早期にその確立が望まれる。

本研究では，海漢による生物的浄化という観点から，材

料として不稔性アオサを用い，そのリン吸収能力につい

て検討した.

[材料・方法]24時間内におけるリン吸収能力を測定す

るため， Pフリー1/5PES矯養液中にlμg.at/l;波度のリン

(~問)を添加し， 20"C， 12L: 12D， 200μE/m2/sの条件下

で義体構養を行った。生長倍率と稽養液中のリン漉度の

測定は3時間毎に行った。リン浪度の測定は，リン・モ

リブデンプル一発色法によって行い，残留無機リン及び

全リン量として求めた。

[結果・考祭]生長倍率は昼時間の方が夜時間に比べて

高く， 24時間で約2倍となった。また.試水中の残留無

機リン量を求めることで得られたアオサの単位時間面積

当たりのリン吸収量は， 0.0030-0.0040μg. at/cnt-・ h

であった。

(三重大・生物資源)
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(29) 0宮村新一・・編輝三・:量状録蕊フサイワヅタ

臼ωerpa okamura，嗣配偶子形威過程における.縁体‘アミ

ロプラストとその績織体の掌動

雌雄関線の.状線車直フサイワヅタl孟..縁体とアミロプラス

トの二種績の色濃体を持つが.配偶子には1個の麓縁体のみが

取り込まれる.配偶子への譲縁体の選択的な分配の仕組みを明

らかにするため.テクノピット街路包湿した録料の切片を作製

しDAPI/Dioc6(3)二軍染色・9t光顕微鏡観康法により鋭鑑の配偶

子形成過程における譲縁体、アミロプラストとその緩機体の挙

動を調べた.その結果、扇状頭体の中の雄雌配偶子形成のそれ

ぞれの領織内には、..のデンプン舗に固まれたピレノイドを

もっ譲縁体が存在し、ピレノイドに.縁体DNAのほぼ金量が均

一に分布した.アミロプラストの核縁体は、デンプン絵とコン

セントリックラメラボディの掴に分布した.配偶子放出4日前

にはピレノイド肉にパッチ状IこDAPI蛍光の強い領織が現れた.

s目前にはデンプン舗が消失し、ピレノイド内に多数の小型核

機体が形成された.2-3目前には葉緑体分裂が始まり、ピレ

ノイドは不明瞭になった.litlま完成した雌配偶子では篠縁体は

小点状に分散した.雄配偶子では、 DNAの観寮されない薬縁体

が60・70%毘められた.一方、アミロプラスト1立、細胞盛

の内側や配偶子形成領援の聞に集団となって分布し‘配偶子形

成が進行する細胞質の領緩からは排除される.

伊筑波大・生物科学系)

(31) 0溝口 亨・・伊藤典子"・坂東忠司・: 緑諜ヒザ

オリ (J/ougeotiaspp. )の無性世代における核DNA量

ヒザオリ属(J(ougeotia)は.ホシミドロ科のー属である。

形態的には分岐しない糸状体で，板状の葉緑体をもち.核は

その上にのるかたちで存在する。

近年.ミカヅキモ(CJosteriulIehreolJergjj)の核DNA

量の調査から，栄建細胞が倍数体である可能性が示唆され

て(Hamada. 1987)以来.近縁のアオミドロ属(Sp i rogyra). 

ホシミドロ属(Zygoella)，ヒザオリ属(J/ougeotia)の数種で

同様の実験を行ってきた。特に，ヒザオリについてはこれ

まで緩DNA量の報告がなく，染色体数についてもほとん

ど知られていない。

今回は，ヒザオリS種(J/ouleotiasp. 1-.Il sp. 3)の体

細胞分裂時の核DNA量および染色体数を調べた結果を報

告する。一連の実験から，以下の結論を得た。①暗期に入

り S時問後からDNAの複製が始まり.次の明朗が始まる

までに分裂を終了する。②ヒザオリの体細胞分裂は同調的

で.しかも核は葉緑体に寝われていないため誤差の少ない

データを得ることができた。③ J/ougeotiasp. 2の染色体

数は約40であった。

(・京都教育大・生物.“京都市立竹田小〉

(30) 

O森史・・片平幸枝'・宮村新一事・堀輝三七

中野武登..単細胞緑藻TreboU1Ciapotteriの遊走子・

不動胞子形成過程におけるピレノイドの分散と分配

これまで、単細胞緑藻TreboU1Ciapotteriの生活環に

ともなう葉緑体核様体(DNA)とピレノイドの動態を調べ

てきた。栄養細胞の禁緑体はl儒の明瞭なピレノイドを

もち、核様体はピレノイド基質を中心として放射状に分

布する。この藻の生活環には、自生胞子、遊走子・不動

胞子形成の異なる過程があり、それに対応bてピレノイ

ドも異なる挙動を示す。遊定子・不動胞子形成過程では、

細胞分裂期にピレノイドが不明瞭になり、核様体も薬縁

体全体に分散することが確認されたが、その詳細は不明

であった。そこで今回は、 LR・叫lite樹脂包湿した試料の

切片を作製し、抗RuBisCO抗体を用いた蛍光抗体法と

DAPI染色法を組み合わせ、生活環の各万回γにおける

RuBisCOと核様体の所在を詳しく調べた。また、凍結置

換法・免疫電顕法を用いてビレノイドの微細構造観察を

行った。遊走子・不動胞子形成過程においてピレノイド

基質は葉緑体中央部を中心に小片化・分散し、それにと

もないRuBisCOは細かく分散した。 DAPI蛍光{核様体)は

小片化したピレノイドの周囲に初~9-!1状に観察された。

その後葉緑体分裂が開始し、葉緑体中央に分散していた

RuBisCOとDNAはそれぞれの禁縁体に分配された。

p筑波大・生物科学系、帥広島大・理・植物)

(32)。嚇崎倍子 e石川依久子:Dasycladalesの基本パターン
とその褒型

沖縄産カサノ1)日数穏を室内精慈し成長に伴う細胞分化の過程

をテクノピvト包埋法・ DAPI染色により観察した。カサノリ目

は次のような基本パターンをもっ。 1.巨大単細胞体であり

2.仮楓内にー核をもつが成長過程で多線化し&二次犠が胞子

嚢にはいってシストが形成される。 4.成長は主輔の頂錨で行わ

れ 5.周期的に栄援校〈輪生技)を分化する。 a鎗生伎は一次

節閥、二次節閥・・・と分織をくり返す 1胞子伎は輸生伎の

変形でいづれかの節聞が』駄して胞子漢となる。 8.成長または

m大の終わヲた部位は直ちに石灰質の外壁で覆われる。カサノ

リ自の穏はこれらの基本パターンの都分的変型によるものであ

る。主主坐並並豆皇は輪生伎が数段から十数段形成された後、胞

子校〈かさ〉が形成され、主軸の成長は停止する。かさは四次

節聞の胞大による胞子嚢の集積である.かさの完成後に多緩と

なる。且lic笠~は輸生後と胞子伎を交互に形成しながら成長
する。胞子嚢は胞子技の三次節聞の変形で、鎗生伎は早賜に脱

帯する.町棚erisは胞子伎の三次節岡の先鎗都が肥大し、互い

に接触して表屈を形成し更に肥大却の先摘に細い栄餐伎を伸ば

している.胞子獲は三次節間分岐部に四次節聞の産形として形

成される.主盟盟liaは十数段の胞子伎と一段の給生後が交互

に形成される.胞子伎の二次節聞は先蜘がE駄して護体の表

周をなし、胞子蜜は二次節聞の分岐点に三次節闘の変形として

形成される.核の動向はカサノリ以外の穏ではほとんどわかヲ

ていないoDAPI染色によりそれぞれの植の多篠化の時期を鐸り、

カサノリの核挙動と対比して考察を行う。(東学大・生物〉



(33) 安井懸:スギモクとヒジキの造締内縁分裂に伴う核践

の劃t

一般に.ヒパマタ自継物の造精器内でli.滅数第一分裂の儲|き

続き5回の半数性按分裂を行ってG4緒子を形成する.ニの過程で.

次，ltlこ増殖・分配される染色体セットを緩う後腹の拳動について.

スギモクとヒジキを材料として透過電顕によリ調べた.休止期及ぴ

滋数第一分輔棚に.椅母縮瞳の樹立径9-1011mの球形で，内

践と外腐の間隔が40・120nmの銭臨によーで困まれる.二重瞭繍

造には垂直に貫通する緩膝孔が多数みられるが密度は一線ではな(. 

又.中心小体付近の後民恵入郎にはそれカ清幸しない.この徳造体

は.外周に高電子密度の顎総状物賀市e配列した円柱形の複合体{外

倒~l∞nm，内観~50nm. 高さ約 50nml を呈L. 約半数のも

のlこli中央に一個の小額粒が認められる.被膜孔は.前中期になる

と著し〈減少して中期と後期には完全に消失する.ニの期間.極{孟

関口し他の穣膜鄭位では内外の鎮間隔命保規則となり各所で断裂が

生じる.終期に.極へ遣した染色体塊の表面において周辺から小胞

が密着し互いに融合して核漢が再生される.続いて.凝絡していた

染色体構造均糊離に変換し始めると核膜W出現して核膜面積

の著しい持動防eみられる.しかし.二回目以降の核分裂総期では主

に残存する古い綾膜片力省E色体塊を細腹震の一部分と共に緩〈包む

ことにようて銭膜を形成する.

付ヒ大・水産}

(35) 0堀口健雄・.吉津顕子...漏鞭毛蔀にお

防る柄と頂乱の微細構造の研究

有殻の渦鞭毛藻には細胞頂端に頂孔と呼ぶ小孔

をもつものが多いがその機能や微細構造に関する

知見は少ない。一方，一部の漏鞭毛藻では着生の

ための柄を形成することが知られている。その柄

は細臨頂端に形成されることから頂孔の機能のー

っとして柄の形成への関与が考えられるが，柄と

頂乳の構造的関係や柄の形成過程の微細構造レベ

ルでの研究はほとんどない。

本研究では渦鞭毛藻5種の柄の形成過程ならび

に頂孔近傍の微細構造を調べた。ペリディニウム

自の b梯畑励の3種では柄の原基は粘質物質か

らなり，頂孔振と鎧板外膜の聞に形成される。頂

乳は板状又はコルク栓様の構造で塞がれる。有柄
渦鞭毛蔀自の身助動伽m必伽rtIoにおいても柄の

基本的な構造は前3者とほぼ同織であったが，頂
孔板が細胞内に陥入する点が特徴的である。 一

方，特殊な2段構造の柄を形成する身吻蜘必m
sp.では柄は遊走細胞の細胞質内部に探〈入り込
む2重に折り畳まれた鎧板と頂孔付近の粘質物質

とに起源しており，これは S品卸雌で見られた

頂孔板の細胞質への陥入がさらに進んだものと理

解される。
ド北大・理・生物..信州大・教育)
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(34) 宮地和幸:シオグサ科植物で見つかった新しい

形質、ピレノイドの形盤について

最近、演者はシオグサ科に属する種の中に従来から

言われていた盃状2杯型のピレノイドの他にポリピラ

ミダルタイプのピレノイドを持つ種カ，t¥Vang(1989)の

発見したカイゴロモを含めて3種存在することを報告

した.これまでの3種以外に、新たに淡水に生育する

ミゾジュズモに'haetomorpha01四 nurョeUeda)もポ

リピラミダルタイプのピレノイドであることが演者に

よって明らかになった.シオグサ科植物におけるピレ

ノイドの形磁の違いは重要であり、ポリピラミダルタ

イプのピレノイドを持つ4種は従来の属とは狼立した

腐を創設することが望ましい.4種のピレノイド以外

の形質を比較すると、カイゴロモだけが間接発生型で、

後の3種は直接発生型である.カイゴロモが分校する

のに、それ以外は無分枝である.また、カイゴロモが

海産であるのに対して、それ以外は汽水あるいは淡水

である.以上の違いから見ると、カイゴロモは発生、

形態、生態などから後の3種とは独立した分類君事が望

ましく、また、後の 3種は同ーの分類群に属する方が

よい. (東邦大・理・生)

(36) 0河地正伸・.井上勲..-αIIY慌帥romulina

park回 'S(ハプト務綱}の細胞構造と細胞内共生体の観察

長〈発達したハプトネマと有様質の餓片の存在で特徴づけら

れる印砂卿'hromuli刷属は.約50種からなるハプト穏緩大の

海欝である.Chty慌附叩，mul加8pa刷'8eは， 1972牢に歯車片の

微細形態に基づいて記'配された種で.自慢片以外の形態情報は得

られていない.1989年7月に育議県浅虫港より録取した海水か

ら本援の分際.培義に成功した.生細胞と微細構造の観察から

以下の結果を得た.1)ハプトネマは.約8J8T1の長さで基郎近

くに膨潤部が存在し.約10J8TIの長さの刺状銭片で覆われる。

常に伸長状態を維持し.コイル扶の収縮や周曲適勘は伺コ恥‘・

基物への付着やバクテリアなどの微小種子の付着も穏められな

いことから， C.開成'fI8eのハプトネマは.本属の多〈の種で見

られる現象および機能を欠〈特異なハプトネマであることが示

唆された.2)細血後msに存在するvacuole(食作用を行う他の

種の食胞と相関なvacuole)内に.長径34J8T1サイズの緑色の

頼粧がある.この軍軍艦はC.parke8eの細胞内に常に1，2個存在

し， C.岡崎銅eの細胞分裂に同調して2分裂を行う.クロロフィ

ルaの自家蛍光は認められない'/J句刷でよ〈染色される.そ

の微細鋳造の観察から.頼継はnucleopl総 mlcareaとチラコイ

ド織の膜構造からなる原敏生物であることが判明した.またC.

m同館eO)vacuole肉で消化途上の状態が観察されないことか

ら，原核生物はC.ParIC圏直eと共生関係にあると考えられる.原

銭生物を包主tvacuoleと他の捕食住の由rYSOCI附 nullnaの種の

食胞との稲岡佳から.この共生関係は食作用の結果生じたと考

えられる.細胞進化を考える上で興味深い材料といえる.

(・海洋バイオテクノロジー研究所..筑波大・生物科学采}
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(37) 0金智姫・石田健一郎・原慶明:メキシコ

産単細紅藻 1種の形態と微細構造

メキシコ、パハカリフオルニア半島南部のMulegeJII 
河ロマングローブ域より得られた単細胞紅藻の 1種につ

いて、光学顕微鏡と電子顕微鏡で形態観察を行った.

本語義は赤茶色の単細胞藻である.細胞は卵形あるいは

球形で、大きさは18-28仰n、厚いゼラチン状の細胞外被

と柄をもっ。細胞表面には多数の眼点様頼粒地帯在する。

薬縁体は 1個で、細胞の中心から外側に向かつて不規則

に分校しながら伸び、細胞周縁部に広がる.核は細胞の

中央(葉緑体の中心部)に l個存在する.その周辺をピ

レノイドが網目状にとり囲み、核に不規則に陥入する.

ピレノイド内にチラコイドの侵入はみられない.周縁チ

ラコイド(encirclingthyakoid)は無い.ゴルジ体は細胞周

縁にある小胞体のすぐ内側に、 cis-面を外向きに存在し

ている.

これらの特異的な形質をあわせもつ単細胞紅藻はこれ

まで知られておらず、本藻は新分類群であると考えられ

る.ピレノイドにチラコイドが侵入しないことや、ゴル

ジ体と小胞体の位置関係などの形態的類似性から

Rhodella属に近縁であると考えられるが、核と葉緑体の

位置関係はRhodellacyanea (本来はDixoniella属と近縁)

に酷似しており、平行的な形態変異傾向が伺える.本務

の系統学的位置の検討や認識はフィコピリン色素分析お

よび、 18SrRNA遺伝子による系統解析の後に行う予定で

ある筑波大・生物)

(39) 0張暁明*・渡辺信*・井上勲紳・千原光雄

宇林黄金色鞭毛藻 Poterioochromonasmalhamensis 
の食作用における鞭毛と鞭毛根の役割

本研究では黄金色鞭毛藻Poterioochromonas
malhamensisの餌の取り込み過程と細胞構造について

高速ピデオ (200frames sっと電子顕微鏡を用いて調

査した。 P.malhamensis は長短2本の鞭毛を細胞の

前端部から生じる。長級毛は羽型で，長さは20・25

μm，短鞭毛はむち型で長さは約5μEである。 P.
malhamensisの餌の取り込み過程は以下のようであっ

た。1)鞭毛運動により水流を形成し，長鞭毛の先端

で餌を捕獲する。 2)捕獲された餌は長級毛のねじれ

運動によって回転しながら細胞の前端部に送られる。

3 )餌は長線毛と短鞭毛に挟まれる。 4)長線毛は餌

を“feeding cup"内に押し込む。この過程は

Epipyxis pulchra C官etherbee& Andersen， 1991)と
異なる。連続切片で鞭毛装置を解析した結果，鞭毛根

RJの“C"tubuleと細胞膜からなる“feedingcup" 
の大きさは餌の取り込みの段階によって変わり，また，
餌が "feedingcup"に引き込まれた後，“f"tubule 
の収縮によって細胞内に取り込まれる。この機構は

Epipyxisのそれと基本的に同じである。 以上の結果

から黄金色鞭毛藻 P.ma I hamens i sの食作用では.鞭
毛と鞭毛根は積極的な役割を果たしていることが明ら
かとなった。

(本国立環境研，判筑波大・生物，*柿日本赤十字看護大)

(38) 0岡崎恵智・武藤尚子・和田徳ぽ事・梅垣高士"

:円石穫の精巧な鯵“コッコリス"-P/euroclJ.刀'Sis

car/eraeが造る方解石結品

ハプト植物門に属する円石藻類は単細胞漢で、細胞内

の特殊な小胞中で方解石から成る精巧な餓“コッコリ

ス"を造る.コッコリスの形態や大きさ、構造などは種

に特異的で、細胞による厳密な結品成長の制御の下に造

られると考えられている.そして、 ζの結品成長制御に

は、カルシウムを特異的に結合する酸性多槍類の関与が

推定されている.コッコリス形成機構の解明は生物学分

野のみならず.結晶工学や材料科学の分野にも大きく貢

献すると思われる.プリュウロクリシス・カルテレーの

コッコリス形成について、次の知見を得た.

( 1)王冠状のコッコリス(長径約 2.5μ11)は12{困のセグメ
ント、とれを連絡する121;国のリベット状小構造体から構

築される.(2)セグメントとリベット状小構造体は方解

石の単結品で、セグメントの上面は [001]面に相当す

る.(3)有機1¥;.板を除去したコッコリスには一種類のカ

ルシウム結合磁性多積{多密B)が含有される.(4)細胞中

には多精Bの他に多槍Aも含有される.(5)細胞から得

た多額!Aは約 6ppmで、多槍Bは O.6ppmで、またコョコ

リスより得た多糖Bは 6ppmで inyitroでの炭酸カルシ

ウム形成を完全に阻害する.なお、これらの多情類を有

機物基盤{アクリルピーズなど)花園定化した際の、炭酸

カルシウム結晶形成の誘導効果についても検討中であ

る(*東京学芸大・生物、"東京都立大・工学部)

(40) 千蜜痛由子$・田中和明H ・小森登H ・渡辺真之

仲 牟 .OIIJ本鈴子事:カピ臭を庭生するラン藻 Anahaena厨

について

水道水のカピ臭は，一般には水源となる湖沼などに棲

息する微生物の代謝産物によると言われており，カピ臭

産生生物として藻類や放線菌が挙げられている。カビ臭

の主な成分は Geosmin，2-Methylisoborneol(2-MIB)な

どでラン藻類の Phormidium，Oscillatoriaや放線蘭の

Streptomyces， Hicromono喧poraなどにより産生されるこ

とが報告されている。神奈川県の水道水の水源として用

いられている相模湖では，近年.Anahaena spiroides 

が多量に発生し，水道水のカピ臭の産生生物として注目

された。臭気物質を産生する Anahaena属の多くは A.

macrospora， A. circinalisで A.sipiroides による

カピ臭の産生の報告例は少ない。 また.Anahaena属は，

Komarekや渡辺により分類の見直しが行われており，臭

気産生の面からもこの藻株の分類上の検討も必要となっ

た。そこで，本報告では，相模湖をはじめとしてその他の

5湖沼から分離した螺旋状および直線状の Anahaenha腐

のラン藻の臭気物質の産生の有無と分類学的な検討を行

った。

(*明治大・農化**川崎水道局.~・科1導)



(41) Moraes，C.LB*，Kasai，H.**，Saito，H.**，Taguchi， 

S. **and Taniguchi，A. *:Effect of UV-B radiation on 
pigment composition of a few common phytoplankton 
:A preliminary repo凡

Concem on the reduced ozone concentration in the 
stratosphere has received much world-wide attention. 
because，decreased ozone concentrations in the strato-
sphere will result predominantly in an increase of UV-B 
(280 to 320nm)radiation incident upon the earth.Recent 
data indicate that the loss of ozone in the stratospherc 
is not Iimited to the southem hemisphere.but is a worlcト
wide phenomenon.Relate to the impact of enhanced 
UV-B radiation on aquatic ecosystems.it may have 
se巾 ωe仔ectson phytoplanlon cells.Numerous studies 
ndicate that phytoplankton synthesize many compounds 
that absorb Iight in the UV regions of the spectrum .Most 
photosynthetic pigments whose absorption peaks are in 
the visible range of the spectrum also absorb substantially. 

In this work，changes in the pigments composition and 
quantity were investigated in cultures of two common 
species of marine phytoplankton which were exposed to 
UV・Bradiation. 

会Lai:loratoryof Biological Oceanography.Tohoku University. 
Sendai. 

**Hokkaido National Fisheries Institute.Kushiro 

(43) C決賀学・大谷修司:宍道湖・中海における底生滋類

の種類組成およびその季節変化

宍道湖・中海水系は、受伊川を中心とする河川からの淡水の流

入と、境水道を通じて美保湾から流入する海水の影響を受ける汽

水鏡である.この水系において1994年 3月から1994年12月まで 2
カ月おきに T定点において底生藻類を採集し、その分布パターン、

種類組成の季節変化について調査を行った。

中海と日本海をつなぐ境水近では、出現麗は少ないが、日本海

に面す美保湾で見られる海諌類と共遜種地惨い。中海中央官Eの大

根島では、海績で見られる大部分の紅藻、褐蕩の出現は認められ

なくなり、紅旗のムカデノリ lGrateLau.Piafil icina)、オゴノ

リlGraciLaria verrucosaJや褐藻のウミトラノオ (S也γiassum
tlumbeγiii)、緑義のアナアオサ Wlva知γtusa)などによ弓て

特徴づけられる内湾型のフロラを織成する。中海中央部に比べ塩

分議度の低い大掃川東鑓水域は、海義類の大部分が消失し、オゴ

ノリやアオノリの一種 (Bnter溜 U市也 sp.)などの出現地留めら

れる。一方、淡水の影響を強〈受ける宍道湖水域では、汽水性の

虹漢ホソアヤギヌ(Calc理lo.ぉ110宮白血町田凶is)、タロイトグサ

(Polysi帥OIIiafurci陶ta)の』劫、に緑務のアオノリの一種等の出

現b埋められるにすぎない。宍道湖・中海水系でのこのような群

集の成立配分には、塩分漉度が大きく影響を及ぼしていると思わ

れる。

季節変化については、特に宍道湖水域において優占種の変化が

見られた。 3月から 4月にかけてアオノリの一種が優占していた

が、 8月以降その出現地留められなくなり、変わってホソアヤギ

ヌの出現地留められ、 10月にはタロイトグサが優占するが、 12月
にはそれも婆を消しアオノリの一種車埋められるようにな弔た。

{島極大・教育)
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(42) 0高橋佐和子・大谷修司:松江市堀川における植

物ブランクトンの種類組成と季節変化

松江市の堀川は、主に市街地を流れる数本の河川からな

り、農業用水の確保のため汽水湖の中海・宍道湖と水門で

分断され、冬期を除き大部分が極分浪度の低い閉鎖水系と

なっている.本水域の植物プランクトンの種類組成と季節

変化を明らかにするために、 1994年3月から12月までの偶

数月(一部毎月)に10地点で採水し、植物プランクトンの観

察を行った.

年間を通じて宍道湖の水を導水している水域においては、

植物プランクトンの量、種数ともに調査期間を通じて少な

かった.また、渦鞭毛藻類のE盟主鐙盤包盟国豆皿盟が10月

頃から出現するなど、宍道湖の影響を受ける傾向があった.

4月から10月の問、閉鎖水系となる地点では、 春から夏

にかけて量、種数ともに大きく増加した.特に、珪藻類の

白叫辺弘通属は、 4月から8月にかけて優占した. また、

8月には、藍藻類のSvnechocvstis属が優占するなど、短期

間で優占種が交代することがあった。この水域において、

緑藻類は種激は非常に増えたが、優占種となったものは少

なかった。その他にもミドリムシ類、渦鞭毛藻類、クリプ

ト藻類などが出現した.

年間を通じて閉鎖水系である内堀では、 監阜E箆盗且呈属

が7月から8月にかけて優占した.

(島根大・教育)

件4) 0堀江剛・・中野武登H ・出口博則・築上藻類

の分類学的研究

気生微細藻類は大気中で種々の基物に付着して生育し

ており.業上藻類もその一例である。葉上藻類に関して

は緑藻類スミレモ科を除いて，ほとんど研究されていな

い。本研究では維管束植物の生薬上に生育する藻類の自

然状態での形態観察を行うと共にそれらを分離・培養し

て.分類学的検討を行った。今回の資料は広島県と沖縄

県から得た。広島県では.ヤプツバキ.ヒサカキなどの

葉上から Cephaleurosvirescens， Phycopeltis sp. ， Trente-

pohlia lagenifera， Apatococcus lobatus， Chlorella luteoviridis， 

Sco.必llopsisterres帥'.Choricystis minorなどが. 沖縄県

では.フトモモ.クロツグをはじめとする.多くの常緑

植物の葉上から Cepha/.切rosvirescens， Phycope助 sp.• 

Trentepohlia sp.などのスミレモ科の藻類が確認された。

CephaleurosとPhycopeltisは葉上にのみ生育する特殊な寝

類である。その他のものは樹皮着生の気生微細藻類とし

て報告されている種であった。このことから谷筋や林内

などの湿潤な環境下に生育する常緑植物の築上は.樹皮

と同様に気生微細藻類の生育の場として適していると考

えられる。(・広島大・理・生物科学..広島大・理・宮

島自然植物実験所)
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(45) 0渡部佐知子ヘ中野武登帥・出口健則*海岸飛

沫帯産地衣類のphotobiont

海岸飛沫待は.植物の生育にとって厳しい環境であり，

生育する植物は限られている。地衣類はこうした特殊環境

下に生育する植物群の一つである。本研究では，西日本沿

岸の飛沫帯の岩上に生育している地衣類から.photobiontを

分離・培養し，その分類学的検討をおこなった。その結果，

18属23種の地衣類から. 9属14穏の photobiontを確認した。

それらのうち. 4種が日本新産種であった。また，地衣類

9種のphotobiontについてはこれまで知られていなかった

が，本研究でそれらがはじめて明らかになった。さらに地

衣類にはpho旬，biontとして.(1) 1トebouxiaのみを持つタイ

プ'(10属13種).(2) Trebouxiaを持たないで.他の数属の緑

藻類(Apatococcus， Palmellococcus. Myrmeciaなど)を持つタ

イプ'(2属2穣)があることが明らかになった。このことは，

地衣類の分類群によって photobiontの選択の幅が大きく異

なることを示している。

Trebouxiaは現在までに27種が知られているが，本研究で

はT.higginsiaeと T.gelatinosaをはじめとする 6種が確認

された。 T.higginsiae は調べた地衣類23種のうちの7積か

ら.また T.gelatinosaは他の6種から分離された。このこ

とから，海岸飛沫帯に生育する地衣類のphotobiontは上記

の2種によって特徴づけられることが示唆される。

(‘広島大・理・生物科学，判広島大・理・

宮島自然植物実験所)

(47) 本多正樹:確率論に基づく光合成速度モデル

の構造

これまでに幾つかの光一光合成速度モデルが提案

されてきている。これらのモデルには，適合性の高

いものとそれほど高くないものがあり，またその構

成が理論的になされたものと経験的に適合性の高い

曲線を与えたものがある。

演者は，光合成による酸素放出速度を，光化学系

における電子の励起と伝達確率，そして引き続き起

こる Mnを含む酵素の遷移確率に基づき数学的に表

現した。このモデルの特徴は，光合成速度が Mnを

含む酵素の総量に基づく理論上の最大光合成速度と

光化学系の各状態の存在確率から表される点にある。

光量などの物理量はこの遷移確率に影響を与える

因子であり，遷移確率と物理量との関係を数学的に

表現すれば，任意の環境因子と光合成速度の関係が

定義できる。例えば，光量は遷移確惑のうちのこつ

の確率に指数分布関数の形で関与すると考えられる。

カジメ (Bヒ*Joniacava)の葉片を用いて測定した光一

光合成速度関係は，本モデルによってよく表現でき

た。

(電中研)

(46) 0青木美恵*・中野武登**・神田啓史*ホ*・出

口博則*南極産地衣類のphotobiont

南極に生育する地衣類のphotobiontに関する報告は全く

ない。本研究では，南極産地衣類10種からphotobiontを分

離・培養し.photobiontの分類学的検討を行った。今回分

離に用いた地衣類は.国立極地研究所で冷凍保存されてい

るものである。その結果.7種の地衣類では全て，緑藻類

のTrebouxiashowmaniiが唯一のphotobiontであった。残

り3種の地衣類では.Trebouxia anticipata， T. incrustata 

などがphotobiontとして確認された。更に，これらの

photobiontは. 15"Cの培養条件下では生育したが..20"Cで

は全て枯死した。これらの結果から，南極という厳しい環

境条件下では，地衣体内に共生するphotobiontの種数は，

ある程度限定されている可能性が示唆された。また，分離

されたphotobiontが20"Cでは生育できなかったことから，

南極産地衣類のphotobiontlま，生育環境の一要因である温

度の影響を強く受けていることが明らかになった。

(*広島大・理・生物科学**広島大・理・宮島自然

植物実験所***極地研〉

(48) 

O芹浮如比古・大野正夫.;燥地プレート上の海藻類の遷移

人工的に課地を与えるコンクリートプレートの設置時期の

違いによって、海藻類の初期遜移に季節性が見いだされたこ

とについて前回報告したが、その後の遷移の進行について継

続して研究を行ったので報告する。高知県手絵地先に段置し

た人工礁上に、 1993年の4月、 6月、 8月、 10月、 12月、 1994

年の2月にコンクリートプレートを水中ポンドで貼り付け、

毎月それらのプレートを剥がし、海号車種の同定と後度測定を

行い、プレート聞の相違を比較検討した。 1993年の6月と8月

に設置したプレートでは、無節石灰藻類が初期段階から入棺

し!繁殖したために、ホンダワラ類(ヨレモク、トグモク)の

占有率が低下し、 l年後においても彼度は30%以下であり、

3-5種によって均等にプレートが占有されているために多様

度が高く、遷移の中期段階地鳴封Tしているものと推察された。

1993年の10月と12月に段置したプレートでは、初期段階から

ホンダワラ類の優占率は高〈、 1年後に被度は50%を超え、

安定したホンダワラ群落への前段階にあること市環唆された。

また1993年の4月と1994年の2月に設置したプレートでは、 1

年後にそれまで優占していた無節石灰藻類の被度を上回り、

ホンダワラ類の被度が60%を超えるという優占種の交代が確

認された。これらの結呆から人工裸地形成の時期的な違いに

より、初期段階の入植種やその繁殖がその後の群落形成に影

響し、安定したホンダワラ群落に到途するまでの時間古喫なっ

てくるものと推察された。

(高知大学海洋生物教育研究センター)



(49) 0富永容江志・大野正夫傘・山口光明$場:深層海水

を周いた力ジメEcklon泊伺vaの成長実験

土佐湾産のカジメ額は，暖海・外洋性のために培養実験が厳

しく，幾度か野外水槽で実験を鼠みたが，雨期の塩分の低下や

夏期の水温の上昇により死滅した.今回，高知県海洋深層水研

究所において，深層海水による幼体と成体の成長に関する実験

を行い，成長速度.成長節位，形態変化などについて結果が得

られたので報告する.

実験に用いられた深層海水は，水深320mからサイフォン

方式でくみ上げられ，周年にわたり水温は8-10'tを示し，
細菌教が少なく.栄養題の豊富な海水である.培養水繍は1t

のパンライト水備を用いて.水温を 15-19"(;に保ち，エア

レーションを施して常時流水とした.培養水舗は，魚類周透過

屋禄 (F剛板}を用いた屋内に置かれ，光条件はカンレイシャ

{網目状の布}により調節をした.成長は，コルクポーラーで

聞けた穴の移動で測定を行い.また形態の変化については，郎

位を削除するなどして.その推移の観聖書・測定を行った.

カジメの成長は2つに分けられた. 1つめは，茎部と濃部と

の境界直上より高さ 2-4cmほどの伺j葉原基部において，新

しい伺1.が形成され，東海上方へと押し出されていく作用が，

中央濃の伸長として示された. 2つめは，中央薬との接続郁位

で主に見られ，個j葉の伸長を促した.側獲の伸長は，およそ6
週間でピークを迎えた後.多少の伸長があるものの量終的には

腐敗・脱落した.成長速度については，成体は夏期よりも冬期

の方が成長が良いが，幼体よりは成長が遅かった.また成体で

は子のう斑の形成が見られたが，幼体では12月になっても形

成されなかった.

(*高知大学海洋生物教育研究センター，

噂本高知県海洋深層水研究所)

(51) 0有賀博文・本村泰三 : 管状多核緑灘

モツレグサ (Acros伊Ihoniaduriuscula Yendo)の細胞

分裂における綾と微小管の準動について

寒涜域の潮間宇野に生育するAcros，伊honiaは，分枝す

る管吠多敏多細胞の配偶体世代を持つ緑藻である.細

胞内の多数の核は，細胞質分担に際して分叡予定部位

にバンド状に集まった後，核分製を行うという特徴的

な細胞分割様式が報告されている (Jonsson1962， 

Kommann 1965， Hudson 1974， Miy得i19回，)0 本研

究ではAcrosip加'niaのなかでも藻体の直径が200μm

を越えるA.duriusculaを材料とし，頂繍細胞の細胞

分裂における績と微小管の挙動を蛍光顕微鏡と電子顕

微鏡を用いて観寝した.特に，表層微小管.紡錘体

形成，さらにphragmopl母 t，phy，∞pl笛 tとも異なる細

胞質分製装置について鉾しく報告する.

(北大・理・海藻研究施殴)
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(50) 0美藤望・・川久保明宏・・二宮正順・・大西
純一・・伊藤啓二・・奥田 街道...海藻抽出物の跨リバーゼ
阻害について

【目的】 近年、成人病として肥満・高脂血症・動脈硬化等
が、問題となっている。これらの病悠を食事中の脂肪吸収抑制
による予防と改善を目的として、 j毎藻の蹄リバーゼ阻害を検索
したので報告する。
【方法】 鼠料は海藻凍結乾燥粉末のTESバッファ一、メタ
ノール、アセトン、エーテル、酢エチ等の港燥による抽出液を
用いた。酸素活性測定は、人工基質トリオレインを用いて豚由
来降リバーゼにより遊書草されるオレイン践を、銅試薬法を用い
て測定した。また、強い阻害が認められた海藻については、
ラットを用いてコーンオイル経口負荷試験を行い、血疑TG(f 
w悦ライト')、 TC(トMJv̂子日目的値の測定を行い、検討した。

【結果】 TeSバッフ 7ー抽出波では褐藻4種、緑藻3種、紅
藻14種に、メタノール抽出液では、測定した多くの海藻に強
い謄リバーゼ阻害が留められた。また、他の溶媒締出液では、
褐藻に強い阻害が認められたが、緑藻及び紅藻にはあまり認め
られなかった。 TESバッファー抽出で阻害を強く示した海藻に
は、カラギーナン等の多犠類を含有する4齢 慢 し Kーカラギ
ーナンを用いて問機に測定を行ったところ、阻害を確認する恵
が出来た。さらに、阻害活性の強かった紅藻3種及びKーカラ
ギーナンを用いたラットへのコーンオイル経口負荷試験におい
て、血策TC鑓のコントロール鮮との有意な差は認められな
かったが、血妓TG値では有意な上昇御制効果を確認できた。

(・(株)海藻資源研究所、"愛大・医・医化2)

(52) 0本村暴三*・加蔵敷之**・有賀博文*

多核緑灘における向調・非同調按分裂機構の解

析:モツレグサのcdc2遺伝子について

真核細胞の細胞周期の制御はP34cdc2キナーゼと

サイクリンによってG1期からS期，そしてS期から

M期への移行が制御されていることが明らかになっ

た.一般に多核細胞では個々の緩の細胞周期は同

調していることがよく知られているが.栄養生長

期の多核緑藻細胞では細胞周期(核分裂周期)の同

調・非同調性が報告されている.今回，この現象

に対して分子生物学的手法を取り入れ解析を試み

た.モツレグサの場合，細胞質分裂予定部位に集

会した多数の該から分裂を開始し，核分裂はその

部分を起点として他の昔日位の篠に伝悔していく

mitotic waveが観察される.モツレグサのcdc2

様遺伝子について，真篠細胞のcdc2遺伝子に特有

のアミノ酸配列部分に対する4種類のプライマーを

用いてPCRIこより制帽し，部分的にではあるが.

その聞の塩基配列・アミノ硲配列を決定したので

報告する.

(*北大・浬・海藻研究施段、

**北大・理・形態健能)
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(53) C准野智昭・奥田一雄:緑蕩アオモグサ(Boodlea 

coac ta)における原形質膜分薗の銅盤

緑色植物の細胞盤の骨格要素であるセルロースミクロフィ

プリルl立、原形質膿内表面に存在する TCs(セルロース合成

画事業績合体}により原形質膿上で直接合成されると考えられ

ている.しかしながら、今までにTCsを生化学的に単醸した

報告はない.海産多核線灘アオモグサは、セルロース性の厚

い細胞墜を形成し、その原形質践はフリーズエッチング法に

よって TCsの存在が既に確毘されている.今回、以下の要領

で緑重量アオモグサの原形質膜分函の闘盤を賦みた.

蕩体を波体重濃で凍結させた状館でホモジネートし、

2000gで遠心して上澄を得、この上澄を 100000gで遠心

した沈殿をミクロゾーマル分画とした.この分函織は

ATPase、 IDPase (ゴルジ体}、 NADH-Cyt.c

reductase (小胞体)、 Cyt.c oxldase (ミトコンド

リア}の活性があった.また、この分画には至適 pHの異なる

少なくとも 3種の ATPasωt含まれた.パナジン磁等による

活性阻害実験から. Mg酔ー.ATPase(至適 pH7.1)を原形

質膜の指篠醇震とした。

ミクロゾーマル分薗の dextranT500/PEG3350による

ニ相分磁を猷みた.原形質E草分画は、ポりマー浪度 5.9%、

NaCI・10-20mMの条件で他の膿分画と分蔵された.

(高知大・理・生物)

(55) 0編島陣・・小林鑓子"・吉武佐紀子..: t!!!!!叫虹i皇腿1-
chra Ocs1rup var. subtllls Schl回nsklのj~餓俊民

白血且l&r.l且凶ldl且Oestrupvar.置由主III且Schll18l1skllおchl
・困問Mによって1鈎5年Kra園町・Lange-BertalotのNavlculaceae
(81bllo1heca Dla1帽。loglca8d.9)中で発表された. 原記織に
よると珪般は線状で両側は三回波打つ.基本種とは中心峻が異な
るとされている. 因みに基本積の中心域は俄状に両側縁に遣す
るが.このtaxooはKr8111配r'Lange-8ertalot1986(Baclllarlophy 
ceae 1， SQss.asserflora v叩 MIl1eleuropa8d.2/0によると中

心域は大きく.長繍円形で月形のo.I点がかすかに見られる.その

後 Kr掴配r(1992)1:孟Plnnularlaelne Monographle dcr curopa-
Ischen Taxa (Blbllo1heca Dla1咽 ologlca阿.26)'"でrloo.I!!!-

Ichra Oestrupの鵡明の足後にfJoo.凶住魁星 var.組TJllli
Schl回 nsklは独立のtaxonとだけ記し.写真(Flg.29:8. 9)は示し
ているが.Ilil織文はない. ζの1axonはFInnl sch-Lapp 1 andから
記録されているのではないかと思われる分術の狭い繍である.

読者等は19例年10/J í1l励l国立公開内の不動池{陶磁 1.25伽，~さ
0.15km. 1il大樹 0.13km.凶刷 0.017km'.1品大深lf(9m)の均成誕
や111の{illに本絹がかなり多量k付治していたので.続If等のlir法
で.約おO例体の袋践を調べたので.その鮎JJ!を制作する.なお
この池は磁E量感性{水野 19ω.関境庁自然保趨局 1977.渡辺・
大柳 1978.渡辺・鈴木・高木 1978)とされているが.日本の硫
圏直面量性の湖沼としては.かなり特殊な穣銅植生を示している.

日本の無償強酸性湖{殆どは磁11磁性である}に多い fl盟叫t

ill!!盟盟IIや盈盟主i量盤1&1些が殆ど見られない. しかし腐
値段位湖や湿原に多い E皿鎧姐lilIl盟凶l坐皇.f. rb偲b9.l4c星
var.星組鑑k畳，島皿主1呈盟脳血，担型車盟11盤d卸皇制t多
い.即ち.有償陰性に近い値生を示している. なお.J:1lil g. 
盤i阻量については8oye-Pe1ersen1950は Bunotlaの分額研究
の為にデンマーク産の多数の螺本を側べた. その節操典型的な
E盟盟U畠鐙llIl堕はこれらの中では稲であった.この調査にJIJい
た民事事は主としてミズゴケから得られたものである.このことか
ら血盟主1且盤111盟は典型的な好ミズゴケ錐の種とは雷えないと
包している・穫製研究所.・・湘術短期大学}

(54) 0田村克・奥田一雄:褐藻クロガシラの細
胞墜とセルロース徴織維の構造

陸上植物と一部の緑藻類ではセルロース徴織維
(ミクロフィプリル)が細胞壁の骨格要素として細

胞の生長や形態形成の調節に軍要な役割を果たすと
考えられている.褐藻植物はセルロースを含むとい
う報告があるが、細胞壁中のセル臼ース微繊維の存
在様式、セルロース徴織維の形態についてはほとん
どわかっていない.
本研究では、褐藻クロガシラを用いてその細胞壁

中のセルロース微繊維の形態、配列機式を電子顕微
鏡を用いて観寮した.超薄切片法により、細胞壁は
形態的に異なる 3つの層から成り、そのうちの中層
は微繊維を砲に含む.細胞をUpdegram去により化
学処理し、得られた不溶性の繊維成分をネガティプ
染色により観察した。この繊維成分はセルラーゼの
一種 (CBH-1)を結合させたコロイダルゴールドに
よりラベルされることからセルロースである.この
セルロース徴繊維の断面はリボン状を呈し、緩め長
さはほぼ一定で平均約2.6nmであったが、検の長さ
は1.8nm-30nmの聞で変化した.機幅のばらつき
はこの徴繊維が幾つかのサプユニットから成ること
を示唆する.現在このようなセルロースを形成する
セルロース合成酵素複合体の存在をフリーズフラク
チャ一法により調べている.

(高知大・理・生物)

(56) 真山茂樹:有性生殖の様式.増大胞子および栄

差被般の形般からみた羽状類珪藻 ActlnellJJの系統

Ac伽 elIJJは Euno，血科に含まれる 1属である。これは

もっぱら.栄養細胞の被殻に Eunoti4と同じく殻函か

ら鍛套部へ伸びる短い縦講を持つという理由による。

しかし，短軸に対し鋭像対称にならないことから，後

者とは異なる属として考えられてきた。

ActlnellJJ brasIlle.且$ls Grun.の 2つのクローンの混合に

より有性生殖が生じた。接合した配偶子が異なるクロ

ーンに由来するかは不明であったが 2個の配備子母

細胞はそれぞれ配偶子 I個を生じ，接合管を形成後.

2倒の配偶子母細胞の岡に短軸に対し非相祢である l

個の治大胞子を形成した。増大胞子周囲を覆うペリゾ

ニウムは胞紋を持つ多数の横走環穆と少なくとも 2枚

の縦走穆から構成され.中央検定環帯の片側には同心

円状に配列する胞紋が観察された。第 1縦走帯は初生

放と同じく細長いドーム形であった。また栄餐被般に

おける唇状突起は上殻と下殺では異なった極に位置し

ていた。以上の知見は ActinellJJが Eunoti4と類似す

る形質をもっていることを示しており，このことは従

来の系統を強く支持するものである。(東学大・生物〉



(57) 鯵坂 哲朗:ベトナム産ホンダワラ綴について

演者らは，文部省海外学術調査により. 1993年
1-2月にベトナム中・南鵠. 1994年2-3月にベ
トナム中・北部の潟11調査をおこなったが，そのときに
録集されたホンダワラ類について報告する。北線22度
以南の海岸線では，特に北部で冬季の水温が低<. 
R =::II ~trnDhv r.1I q 亜腐と .5.a.L且A阜S且且亜属の種類が採
集された.
ベトナムiIl!イソ号タは，車車体の高さ 70cmまでで，

付着器は鎗維状線である.義体下部の葉は左右対称に近
い繍円形で.!重さ約5cmまで，巾約2cmまでであ
る.上部にみられる葉は，明瞭な左右不対称の半葉形
で，長さ約2cmまで，巾約6mmまでであり.薬の下
部には明自由に粗い大きな鋸歯状突起がみられる。先織部
の薬は小型化し，巾が狭くなって，なぎなた状になる.
気胞は獄形，楠円形，銃鍾形と変異に富む.残念なが
ら，成熟した個体が得られなかったが，日本iIl!のイソモ
タに比べると，業や気胞が非常に大型である。
ベトナムからは..s.且且立立.l.u..u..l.Setchellが

すでに報告されている <Masuda et al. 1993) 
が，そのほかにも薬表作hyllocyst)をもっ径がい
くつか採集された.中部で採集された種では，薬の先錨
付近が膨らんで気飽状になるものがある.これは.H。
(J 969)によりタマナシモク.s. .D IooonIr.lIm 

Yend。として報告されたものに似ている.
さらに，特に北部で採集された重量は，日本や香港から

報告されるヒジキに似た紡錘状の肉質の3震をもっ。しか
し，気胞はすでに薬と分化しており，短い楕円形か紡錘
形である。 短い期間で広範囲の採集であり，採集した
すべての種で生殖様床をもっ完全な個体が得られたわけ
ではなく，変異の巾もあり，同定作業も完全ではない
が，さらに長期にわたるベトナム側研究者との共同研究
により，ベトナムのホンダワラ類を明らかにしてゆく予
定である。(京大・農学部〉

(59) 0梶村光男・-宇井晋介“ sc i-

n a i a C 0 t t 0 n i i 紅藻，ガ

ラガラ科)の形態学的新知見

造果校は 3個細胞から成る.器下細胞は

2個の中性側枝を生じ，その内の 1個は単

細胞性であり，他の一債は 2個細胞から成

る.造築技の基部細胞からは果皮糸を生ず

る.受精後，造果器からゴニモブラスト始

原細胞を数個生ずる.成熟Lたゴニモブラ

ストの内部は偽柔組臓から成り，外部は遊

離糸から成る.遊離糸の全細胞又は先端の

数個締胞が果胞子のうに成る.ゴニモブラ

ストの下部細胞.造果器，器下細胞及び造

巣伎の基部細胞は癒合する.成熟したのう

果の直径は 482μmに達する。雄性配偶

子のう斑には胞のうを有する。

ド島銀大・理・臨海，“海中公園セ)
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(58) 川嶋招二:遺稿 K.Miyabeand M.Nagai， On 

国担笠ia型艶担主登山ellm.加 d出些aria並盟主-
sima Miyabeについて

宮部(1902)が創設したL型担主主並堕L笠i盟(ナガJ)1
)について， Okamura and Uyeda(1925)はこれと包型・

型車註註豆{ミヲイ拘)1)の茎や葉における粘液腔道や子嚢

斑の形成状態には種を分かつほどの差異はなく，前種

を後種の変種.担・型型虫担 V釘.並堕控L旦とする
ととを提唱し，宮部(1934)もとれを「尤もな説Jと述

べ.宮部(1936)において正式に受け入れている。

演者には北海道沿岸各地域のコンブを細かく独立種

に分けた宮部がなぜ岡村・植田の説をあっさりと受付

入れたのか納得が行かなかったが，最近とれを裏付け

る宮部・永井の未発表の遺稿が発見された。彼らは金

華山から国後島までの 17産地から採集した両種の標

本について岡村・植田以上に詳しく追試を行ない粘液

腔道の構造が産地や葉体により葉では4form，茎では

2formに変化し両種の区別が難いζ とを認めている。

しかし、子嚢斑については重要な違いを認めながらそ

の特徴を全く重視していない。その上，粘液腔道だ付

で分類された両変種の産地は著しく混乱している。宮

部は最終的に岡村・植田に従つてはいるがその陰には

納得できない問題点が残存している様に思われ更なる

検討が必要である函館市日吉町4-29-15) 

(60) 0阿部剛史・.増田道夫・・鈴木稔“:紅藻ウラ

ソゾに類似の日本新産ソゾ属の一種

これまでウラソゾもしくはクロソゾと混同されてい

たソゾ属の一種について，分布，ならびに形態的特徴

と二次代謝産物に関して得られた知見を報告する。

本種は本州日本海沿岸と.福島県以南の太平洋沿岸

に分布する。藻体は暗赤紫色を呈し，旬旬枝を有し，

円柱状の主軸を持つ。髄層細胞の細胞援に半月状肥厚，

皮層最外層細胞聞に紬方向の二次的壁孔連絡を有し，

毛状枝と皮層最外層細胞には各 1個のサクランボ小体

が存在する。四分胞子嚢は軸に平行に配列し，嚢果は

卵形を呈する。これらの形態的特徴は全てウラソゾと

共通するが，本種は硬い質，三方向の分校様式，なら

びに不動精子核が頂端に位置するなどの特徴でウラソ

ゾから区別される。
本種は種内各個体群に共通の二次代謝産物として，

テルペノイドの 2，10・dibromo・3-chloro-a-chamigreneを

生成する。これとともに生成するC-15プロモエーテル

の laurenenyne類は，地域個体群により変異がみられ

る。
交雑実験によりウラソゾとの聞に生殖的隔離の存在

が確認された日本新産穏である。香港から報告された

L側 renciatristicha Tseng， Chang et Xiaとの比較により

学名を決定したい。
(・北大・理・生物，“北大・地球環境)
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(61) O~首国道夫・・小亀一弘・・ M. D. Guiry":紅

自革命Jonogoncruscriffithsiaeの生活史

アイルランド産 fiymnoconcruscriffithsiaeの凶分胞

子は発芽して盤状体になり.それから多くの直立体を

生じた。直立体は雌雄同株の配偶体で.先t曲部にプロ

カルプと不動精子嚢を形成した。プロカルプは支持細

胞(助細胞として繊能する)と3細胞からなる進果伎から

織成され.基部細胞から l細胞または2細胞の不捻伎を

生じていた。不動精子と受精した造果器は助細胞と癒

合し.その助細胞から務体の内部に向かつて成長する

フィラメントが生じた。このフィラメントの一部;およ

び助細胞から直接に.藻体の外側に向かつて成長する

フィラメントが形成され.これらが総体の皮届を突き

破って.a状体になった。 a状体には四分胞子滋鮮が

形成され.念珠状に速なった四分胞子を生じた。

VAPI染色した綴VNAの顕微蛍光測光の相対輝度から，

配偶体の皮膚細胞.放出された不動純子および凶分胞

子は単相.四分胞子体の栄養細胞ならびに未分裂の凶

分胞子裂は復相で.四分胞子形成時に減数分裂が起き

ていることが示唆される。このタイプの少活史はオキ

ツノリ科の3属(本属.Coccoty!us並びに Ceroloco !u) 

に特異にみられ、 fiJ'lonoconcrus型生活史と呼ぶことを

録集する。

(・北大・理・生物.日アイルランド国立大・ゴルウェ

イ校・植物)

(63) 0寺田竜太・山本弘敏・安井 皇居:オゴノリ属

纏物の精原細胞の分化と雄性生殖器官の形成過程

オゴノリ属植物 (Cracilaria)の雄性生殖器官には

表層型、皿型、壷型、多穴型の 4種類が知られている。

その精原細胞は表層型では表層最外層細胞に、他の裂

では内皮層細胞に由来するとし、この違いを主な根拠

として表層型を Cracilari・'opsis属として分継すると

いう見解もある。今回、日本産オゴノリ属4種、ツル

シラモ{表層型)、クビレオゴノリ(血型)、オゴノ

リ(壷裂)、リュウキュウオゴノリ(多穴型)を培養

し雄性生殖器官の形成過程を詳細に観察した結果、い

ずれの型でも精原細胞は最外層細胞に由来し、楠原細

胞の分化から精子嚢形成までの過程は共通であること

を確認した。この結果、属を分雌する根拠の一つはな

くなり、雄性生殖器官の全ての型を Cracilaria属に

包含し、これを亜属の形質として用いるのが適切との

結論に逮した。また、雄性生殖器官の形状の違いは周

囲の表層細胞の分裂・伸長の程度と強〈関連すること

が分かった。(北大・水産)

(62) 0神谷充伸本・田中次郎叫・原慶明*:広塩性

紅藻Caloglossacontinua (Deles哩eriaceae.Ceramiales)の

形態変異と生殖的隔離

日本・シンガポール・オーストラリアから採集した

Caloglossa continua (Okamu同Kinget Putt田 kの形態を

比較したところ、節部中軸細胞が主軸側に生じる翼細

胞列数に違いがあることが判明した.日本の個体は2-5

列であるのに対し、オーストラリアの個体は常に1列で

あり、両集団は明穆に区別できた。しかし、シンガ

ポールの個体は同一個体内で1-4列と変異がみられ、前

二者の中間的な形態を示した.これらの藻群の果胞子

を様々な温度(15.20. 25. 30'C)および塩濃度 (8.16.24. 

32ppt)条件で40日間培養したところ、どの培養条件下

でも天然個体と同様の形態変異が確認された.培養株

を用いて交配実験を行ったところ、日本の千葉・奄美

大島・沖縄本島の集団聞には生殖的隔離はみられな

かった.オーストラリア株の雄とシンガポール株の雌

の閣で交配が起こり、多数の偽豪果 (pseudocyst，∞創刊

が形成されたが、それ以外の日本・シンガポール・

オーストラリア株のどの組み合わせにおいても褒果は

形成されなかった.以上の結果から、C.continuaは形

態の異なる3つの交配群を合んでいると考えられる.

。筑波大・生物、叫東水大・藻類)

ω4) Moskvina M.I.， K.Kohata， M.M.Watanabe: 
Morphology and pigment composition of the marine 
unicell叫紅cyanobacte巾.

We have isolated five phycocyanin・containing
(=PC) strains of Synechococcus spp. and one strain of 
Dermocarpa sp. from the surface of macrophytes in the 
Barents sea， Russia， and three phycoerythrin-containing 
(=PE) s住'ainsof Synechococcus spp.合omthe open water 
of陶 Northsea， offNorway. 

AIl of Synechococcus s回 inshave ultras回 ctures
typical of chroococcoid cyanobacteria. The cells of 
Synechococcus are small cωcoid to r，叫.-shaped， 0.5・1.0x 
1.3-1.6 IIIII in size and divide by binary回目sversefission 
in a single pl釦 e.Two of PC-strains of Synechococcus 
show unique morphological features: one forms short 
pseudofilamentous (less than 10 cells) during whole life-
cycle， and the other one is surrounded by a spinae-like 
appendages on the cell surface. These structures v釘 yin 
length from about 1∞nm to more由an1∞o nm， with a 
relatively constant width of approximately 50 nm. 
Dermocarpa sp. forms aggregates of spherical cells of 
varying size， some reaching to 20μm in diameter just 
before multiple fission.百 ebaeocytes are spherical and 1.5 
to 2.0μ.m in size. 

Pigment analysis by high-performance liquid 
chromatography shows that the epiphytic， PC-and 
planctonic PE-str.uns of Synechococc凶 havezeaxanthin僻

a major carotenoid ( 62% and 75% of total carotenoid in 
average respectively). Demωcarpa clone hasβ-carotene as a 
majorcaro包noid(29% of theωta1). 

(National Institute for Environmental Studies) 



(65) O~下英明\池本尚人1 蔵野憲秀\宮地重遺1 千原光雄
小笠原諸島南方海域において分離された緑色軍事形誌類の分

類学的検討

199。年11月に小笠原諸島の南方海域において採取した表層海

水を，メンプランフィルターで漉過し潟地中で予備精養した.

出現した微細藻類の中から.直径3.5-5.5μmの球形の緑色微細

獲の分離・婿養に成功した。この藻は，カップ状薬縁体を l個

有する。細胞壁をもち，細胞外給質物質を分泌する.細胞壁表

層には襟状構造がl個存在し，その周囲には細胞墜を貫通した

8-14個の孔構造が認められる.徹毛を有する逃走細胞は観察さ

れない.また，母細胞が二分裂後，一方の細胞が母細胞内に残

り，一方の細胞が出てゆく特徴的な分裂儀式を有する.

この穫は主要色素として，chlorophyUs a + b， Mg 2，4-D， 

pra泊四X阻由m，uriolideを有する。 prasino祖雌hinはプラシノ藻類

以外には見い曲されていない。またこの色素組成は.プラシノ

様綱マミエラ自のMamie1lasp・， Miaom回 'assp，M，副t佃 iellasp・-

のそれに似ている.薬縁体膝とミトコンドリア膜がピレノイド

基質に侵入する構造が認められた。これはマミエラ目

乃咽問加(細胞壁を有し無鞭毛生活を主とする)と似てお

り類縁性を示唆するが，細胞壁構造の微細構造が異なることや

Pya蹴班加には凶olideが含まれていないことなどの相途があ

る.

そこでこの様を.マミエラ目の新属新種としてPrasinoc町田E

q戸曲師Miy'凶曲目。曲師ge乱 etspnov.と命名した.

(*海洋バイオテクノロジー研究所.柿日本赤十字看護大)

(67) 0中山側、井上勲:18SrDNAによるアオサ

藻綱の系統

アオサS車線(Ulvophyceae)は海産の大型縁務のほとん

どを合む藻類群である.アオサ藻綱内の分類については

研究者によっていくつかの異なる分類体系が提唱されて

いる.また、アオサ藻綱をまとめる形質は全て原始形質

と考えられることから、綱自体の単系統性についても疑

間観されている.

アオサ藻綱の系統関係を分子形質から検討するため、

Monostroma angicava， M. latissimum， Halochlorococcum 

marinum， Ulva pertusa， Enteromorpha linza， Entocladia 

viridis， Chaetomorpha moniligeraなどについて、 18SrDNA

塩基配列の決定を行い、既知の緑色務類の復基配列デー

タとともに系統学的解析を行った.

その結果、アオサ藻綱に分類される藻類は 4つの系統

群に分かれた.Monostroma spp.は Ulothrix，Acros伊honia，

Gloeotilopsisとともに単系統群を形成し、その姉妹群に

Ulva， Enteromorpha， Entocladiaからなるクレードが位置し

た.これは、生活史や鞭毛装置などを基噂にこれらの藻

類をヒピミドロ固とアオサ自に分ける分類体系 (O'KelIy

& Aoyd (1984)) を支持する.Halochlorococcumはこの両

日の中間的な場所に位置し、その系統的位置には興味が

持たれる.また、シオグサ目とカサノリ自も単系統君事を

形成したが、これとヒピミドロ目ーアオサ目系統群が単

系統であるか否か(アオサ藻綱は単系統かりについて

は、明瞭な結果は得られなかった筑波大・生物)
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(66) 0野崎久義ト栂沢賢一"・片桐正幸村・渡辺

信.:福島県宮床湿原産及び世界 5大藻類カルチャー

コレクションの Chlorol!oniu11(録濠・オオヒゲマワリ

目〉抹の比較形態学的観察による種の識別

住担旦担叫旦旦属は 2鞭毛型の単細胞の緑藻類であり、

世界各地から約 20種が記載されているが、多くは採

集材料だけから得られた簡単な妃載と図解からなる報

告である。 Pringsheim(1969) は、 Chlorol!oniu田の多

くの培養株を比較研究したが、分類学的整理はしてい

ない。また、海外の藻類カルチャーコレクションの

生担旦巴単旦E株のかなりのものが未同定のままである。

今回の研究は、最近福島県宮床湿原より分離した株

並びに NIES(日本)、 IAM(日本}、日TEX(米国)、

CCAP (英国)及び SAG(ドイツ〉の世界 5大藻類カル

チャーコレクションが保有する ChloroRoniu田株を比

較観察して正確な種レベルの同定を行なう事を目的と

して開始された。合計 23株の電子顕微鏡をも用いた

比較形態学的観察の結果、栄養細胞の形態、ピレノイ

ドと眼点の差異により 7種に識別された。さらにこれ

らの穫は電子顕微鏡レベルの形態に基づき大きく 2儲

のグループに大別された。

付国立環境研究所、村地球・人間環境フォーラム〉

(68) 0三井源h 漉辺信H ・中山剛・・井上動*:18SrDNA 

によるクロロコックム目 (Chloro∞∞ales)の分子系統解析

クロロコックム目は、主に淡水に生育し栄養細胞が単細胞ま

たは群体・定数群体で、運動性を持たない緑藻である.この目

のうち生活史のなかに逃走細胞のステージをもっ仲間について

は、逃走細胞の微細術進に基づいた分額が検討されている.

本研究では、すでに逃走細飽の微細術造が調べられ、鞭毛~

却が時計図りにずれる纏毛装置傭造をもっグループとしてまと

められている藻舗のうち4種:Ascc帥 10.府 mu蜘 ucleate，

Umella terrestris. N，卸 'spongioco.∞uma/abamense. 

Chlo.rosanαino.psis aggrega偏について、真犠生物の系統解析に

広〈用いられている18SrDNAを用いた系統解析を行った.上包

の藻類について18SrDNAの塩基配列を決定し、すでに配列が知

られている藻類 (Proωsipho.n.Ettlia)の温基配列データを加え

て系統解析を行い、さらに形態のデータと分子のデータの比絞・

検討を行った.

これまでの研究で、例えばω閣 ，lIaは栄養細胞の形態はチュー

ブ状・多該細胞であることなどの点でPro.ωs伊'ho.nlこ似ている

が、遊走細胞の微細構造はむしろAs∞ch.伽おのそれに頒似し

ていることが報告されている.
分子系続解析の結果は、 Ume~伺と Pro.to.sipho.nは系統約に揺

れた位置にあること、 Ascochlo.risとU闇 Uaが非常に高い確率

でクラスターをつくること.逃走細胞が細胞壁を欠〈

Chlo.rosarcino.psisとPro.to.s伊'ho.nがクラスターをつくるなど、

これまでの伝統的な分類体系に用いられていた栄餐細胞の形態
よりも、遊走子の微細備造による分額の結果を支持した.

{・筑波大・生物、“富山大・教育)
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(69) 0本多大智・川井浩史**. C.S. Lobban*** 
.井上勲皐:18SrRNAによる海産黄金色藻サルシノ

クリシス目藻類の系統解析

サルシノクリシス自の藻類は，その遊定細胞の鞭毛が

側方から生じる点などから褐藻綱との類縁性について議

論されてきた一群である.演者らはこれらの藻類の系統
類縁関係を探るために逃走細胞の形態，特1;:鞭毛装置に

注目して比較解析を行ってきた。その結果，この闘は系

統を異にする2群を合む多系統群であり，それぞれは， 1) 

褐藻綱・黄緑穣綱，および2)ベラゴ藻綱(Andersenet al. 

1993)と近縁であることが示唆された.以上の細胞形悠か

ら推定される類縁関係を検証するために， 18S rRNAの塩
基配列の比較解析から分子系統樹を作成し，両者の比較

検討を行った.
サルシノクリシス目藻類のうち，褐藻綱・黄緑線網と

の近縁が示唆されるPhaeosaccioncollinsii，およびベラゴ

藻綱との近縁が示唆される群からル均'lochη'sisluteaと

C的~onephos lew飢iから金DNAを抽出し， .I8SrRNA領域
を以来法により増幅し，シークエンサーにより塩基配列

を決定した.これまでに報告されている黄色藻類および

外群としたハプト藻類の2種を合めた9綱21種の塩基配列
比較を行い，最節約法により分子系統樹を作成した.

分子系統樹は，形態から推定される類縁関係を基本的

に支持した.すなわち， 1) Phaeosaccionは褐藻綱・黄緑

藻綱に， 2) Ankylochη'sisとChη'sonephosはベラゴ藻網に

近縁であることが示された。以上のことは，サルシノク

リシス目が人為的な分類群であり， 2つのグ‘ループに分

制されるべきであることを示唆している.
(.筑波大・生物**神戸大・理・生物*.*グアム大)

(71) 石丸八寿子・ O大浜武:ミトコンドリア

COXI遺伝子によるEuglenaの系統的位置とその葉縁

体起源の推定

Euglenaは (i)3重包膜の葉緑体{クロロフィルaと

b)を持ち、その他に植物的特徴として (ii)貯蔵物質

としてパラミロンを持つ (iii)すべてのアミノ酸を合

成できる (iv)ビタミンを合成できる (Bl、B12を除く)

また、動物的特徴としてい}多糖類の細胞壁を持たず、

タンパクを主成分とする外膜(ベリクル)をもっ

(吻葉緑体を消失させ、従属栄養体として生育できる。

これまで核にコードされた遺伝子 (5SrRNA，small 

rRNA)による系統樹は、 Euglenaが緑藻よりも原生

動物に近縁であることを示唆し、葉緑体上の遺伝子

(rbcL、 psbA)は、緑藻に近縁であることを示唆し

ている。今回我々は、ミトコンドリア上の遺伝子

∞XIの一部 (4∞bp)を15種以上の藻類(2穏の

Euglenaを合む)で決定し、既知のものを加えて系統

樹を作成して、 Euglenaは、ベン毛虫に近縁であるこ

とを示唆するデータを得た.以上のことは、 Euglena

はもともと鞭毛虫であり、その葉緑体は共生した緑

藻に由来すると考えれば統一的に理解できる.

(生命誌研究館、分子系統)

(70) 0石丸八寿子・大浜武:緑藻ミトコンド

リアCOXI遺伝子に見いだされた遺伝暗号変異と分子

系統樹

緑藻及びそれに近縁と思われる藻類13種について

COXI遺伝子の一部 (450塩基)をPCR法で増幅し、

直接塩基配列を決定した。その結果、ヨコワミドロ

目 ア ミ ミ ド ロ 科 の Hydrodictyonsp.とPediastrum

加 ryanumにおいて通常は終止コドンであるUOAが

アラニンのコドンに、また同目セネデス科の

Scenedesmus quadriauぬではUOAがロイシンに変異

している可能性が示された。ミトコンドリアにおい

てUOAコドンが変異している初めての例である。ヨ

コワミドロ自においてペプチド解離因子がUOAコド

ンを認識できなくなったためにこのような遺伝子暗

号変異が引き起こされた可能性が強い。また、ハプ

ト務、 GephyrocapsaoceanicaではUAO(通常は終

止コドン)がトリプトファンに変異していることが

示された.このような、遺伝子暗号変異は藻類分類

の良い指標になると思われる。今回決定されたCO氾

データに既知のものを加えた分子系統樹を作成し、

遺伝暗号変異を加えたものを報告する。

(生命誌研究館、分子系統)

(72) 0石田俊一郎・・原 康明市・長谷川政美H ・悶悶典弘
H ・:クロララクニオ藻の業縁体の起源は?

クロロフィルa'b縞物には緑色植物門、ユーグレナ植物門、
クロララクニオ植物門が存在する.それらの葉緑体をみると、
緑色植物の薬縁体包践は2枚、ユーグレナ務は3枚、クロララ
クユオ務は4枚である.特にクロララクニオ藻では4枚の業縁
体包腕の外側の2枚と内側の2枚の聞にヌクレオモルフを有し
ていることから、光合成真核生物が無色の原生動物に取り込ま
れ、業縁体として保持された結果成立した生物群と考えられて
いる (2次的共生説).この業縁体の起源生物については光合
成色素組成の類似から緑色植物のブラシノ漢に近縁な生物と考
えられてきた.
我々はこの藻の葉緑体の起源生物を、業縁体のペプチド伸長

因子 (EF・百ゅのアミノ酸配列から系統樹を描くことによって
推定することを試みた。 EF・百Aは、進化的に保存されたタンパ
ク質で、比較的遣い関係にある生物群聞の系統推定に有用であ
り、加えてこの遺伝子が禁縁体ゲノムにコードされ、
18SrRNAでは知ることのできない業縁体の起源や薬縁体聞の
系統関係を解析するのに遮している.本研究では、クロララク
ニオ誕の l種(未記載齢、オオハネモ ωI/Yopsism四問ア
オサ通事綱)、乃rramimonasdisoma臼(ブラシノ藻綱) 3種の
EF・Tu遺伝子の部分配列 (88%)を決定しアミノ酸配列を推定
した.この結果と、すでにEF・Tuアミノ厳重E列が決定され公表
登録されているEuslena/11ョcilis.C1JJamydomonas reinhardtu 
(縁部綱).陸上植物 (3種)、クりプト議、盤通事 (3種}な
どとともに最尤法で系統樹を作成した.その結果、クロララク
ニオ務とユーグレナ藻はどちらもこの緑色植物の系統の中に位
置しており、これらの葉緑体の起源は原被光合成生物ではなく
緑色植物であり、さらに光合成色素組成からの推定とは異なり
クロララクニオ電車の禁縁体はアオサ誌類、またユーグレナ豊臣の
薬縁体はプラシノ藻類が起源であることが示唆された.

。筑波大・生物、"銃数研、"・東工大・生命理工}




